
まちの総合情報誌
KUMIYAMA TOWN PUBLIC RELATIONS

主な内容
■今後の議会運営体制決まる…………………… ②
■新しい町議会議員にお聞きました…………… ④
■子ども・子育て支援プランを策定…………… ⑥
■子どもの救急アドバイス……………………… ⑨
■参加しませんか くみやま健康マイレージ … ⑩
■インフォメーション…………………………… ⑫
■みんなの広場…………………………………… ⑳

　子どもたちに交通安全の大切さを学んでもらお
うと、4月、5月に小学校で交通教室が開かれま
した。
　東角小学校では、4月22日から3日間にわたっ
て、宇治警察署の協力で自転車の安全な乗り方に
ついて学びました。
　警察官から交通安全の話を聞いた後、運動場に
描かれた模擬道路を1人ずつ自転車で走行。「停
止線ではしっかり止まって安全確認を」など、走
行時の注意点を教わりました。

自転車は正しく安全に　小学校で交通教室
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臨
時
会
は
、
午
前
10
時
か
ら
最
年
長
の
塚

本
五
三
藏
議
員
が
臨
時
議
長
を
務
め
る
中
で

始
ま
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
議
長
の
選
出
が
行
わ
れ
、
議
員
に

よ
る
投
票
の
結
果
、
島
宏
樹
議
員
（
59
歳
・

栄
）
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
あ
と
議
事
は
、
島
新
議
長
の
も
と
で

進
め
ら
れ
、副
議
長
選
挙
、常
任
委
員
会
、議

会
運
営
委
員
会
委
員
な
ど
の
選
出
が
行
わ
れ
、

副
議
長
に
は
塚
本
五
三
藏
議
員
（
68
歳
・
栄
）

が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

各
委
員
会
構
成
は
下
記
の
と
お
り
決
ま
り

ま
し
た
。

　

議
会
選
出
の
監
査
委
員
に
、
岩
田
芳
一
議

員
（
56
歳
・
田
井
）
が
選
任
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
格
的
な
豪
雨
期
や
台
風
シ
ー
ズ
ン
に
備

え
、
5
月
に
水
防
訓
練
が
行
わ
れ
、
い
ざ
と

議
長
に
島
議
員
、
副
議
長
に
塚
本
議
員
選
出

豪
雨
に
備
え
、
き
び
き
び
訓
練

今
後
の
議
会
運
営
体
制
決
ま
る

　

選
挙
後
初
め
て
の
町
議
会
臨
時
会
が
5

月
15
日
に
開
か
れ
、
正
副
議
長
の
選
出
や

常
任
委
員
会
の
構
成
な
ど
、
今
後
の
議
会

運
営
体
制
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
（
4
〜
5
ペ
ー
ジ
に
新
し
い
議
員
の
抱

負
な
ど
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。）

5月15日に開かれた改選後初めての臨時会

監
査
委
員
に
岩
田
議
員

町
議
会
第
1
回
臨
時
会

議
会
の
各
委
員
会
等
の
構
成

（
◎
委
員
長　

○
副
委
員
長　

＝
敬
称
略
＝
）

■
総
務
事
業
常
任
委
員
会

　

◎
戸
川
和
子　

○
田
口
浩
嗣　

信
貴
惠
太

中
野
ま
す
み　

内
田
孝
司　

中
井
孝
紀

■
民
生
教
育
常
任
委
員
会

　

◎
中
大
介　

○
林
吉
一　

松
本
義
裕

松
尾
憲　

岩
田
芳
一　

塚
本
五
三
藏

巽
悦
子

■
議
会
運
営
委
員
会

　

◎
内
田
孝
司　

○
中
大
介　

中
井
孝
紀

戸
川
和
子　

塚
本
五
三
藏　

巽
悦
子

■
広
報
広
聴
委
員
会

　

◎
巽
悦
子　

○
信
貴
惠
太　

松
尾
憲

中
大
介　

田
口
浩
嗣　

戸
川
和
子

塚
本
五
三
藏

■
城
南
衛
生
管
理
組
合
議
会
議
員

　

中
野
ま
す
み　

中
井
孝
紀

■
京
都
府
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議

　
会
議
員

　

巽
悦
子

■
京
都
地
方
税
機
構
議
会
議
員

　

松
尾
憲

い
う
時
、
住
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
た
め
、

水
防
技
術
の
向
上
と
意
識
の
高
揚
を
図
り
ま

し
た
。

　

9
日
は
、
淀
川
・
木
津
川
水
防
事
務
組
合

の
水
防
訓
練
が
、
沿
岸
市
町
の
消
防
団
や
京

都
府
警
察
本
部
、
陸
上
自
衛
隊
な
ど
が
参
加

　

第
27
回
久
御
山
町
総
合
体
育
大
会
の
総
合

開
会
式
が
、
5
月
10
日
、
総
合
体
育
館
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
式
に
は
、
町
内
16
の
ス
ポ
ー
ツ
団
体

か
ら
総
勢
2
8
3
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
ユ
ニ

フ
ォ
ー
ム
姿
で
参
加
し
ま
し
た
。
河
原
㟢
博

之
会
長(

藤
和
田)

は
、「
だ
れ
も
が
ス
ポ
ー

ツ
に
親
し
め
る
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
社
会
の
実
現

を
目
指
し
て
い
き
た
い
」
と
挨
拶
。
来
賓
の

信
貴
康
孝
町
長
も
「
選
手
の
皆
さ
ん
の
さ
ら

な
る
活
躍
に
期
待
し
ま
す
」
と
エ
ー
ル
を
送

り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
町
の
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

に
尽
力
さ
れ
た
人
や
、
昨
年
、
全
国
や
府
大

会
な
ど
で
顕
著
な
成
績
を
上
げ
た
人
に
会
長

か
ら
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
選
手
を
代
表
し
て
ゴ
ル
フ
協
会
の

小
島
邦
之
さ
ん（
佐
山
）が「
仲
間
と
共
に
楽

し
み
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
、
町

ス
ポ
ー
ツ
の
発
展
に
全
力
を
尽
く
し
ま
す
」

と
力
強
く
宣
誓
、
大
会
の
幕
が
開
き
ま
し
た
。

　

総
合
体
育
大
会
は
、
こ
の
日
か
ら
来
年
3

15競技の熱戦幕開け

総合体育大会開会式
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　農地中間管理事業は、「農地中間管
理機構 (( 公社 ) 京都府農業総合支援
センター）」を通じて、農地の賃貸を
行い、農地の集積・集約化、農業経営
の拡大、新規参入の促進などにより、
農地等の効率的利用を促進し、農業の
生産性向上を図る事業です。
■具体的にどんなことをするの？
　地域ぐるみで話し合ってまとめた農
地を、農地中間管理機構が受け皿と
なって借り受け、公募で選ばれた担い
手に貸し付けます。
■農地中間管理事業を活用するとどう
　なるの？
　個人での賃貸だと不安もあるけれ
ど、公的機関である農地中間管理機構
が借り受けるので安心です。
・農地中間管理機構が賃貸料を回収し
　ますので、手間がかかりません。
・契約期間が終わったら、農地は確実
　に戻ります。
・農業者年金の「特例付加年金」が受
　給できます。
・要件を満たせば「機構集積協力金」
　が受けられます。
■農地の借り入れ要件は？

　▼農業振興地域内にある農地等で
あること▼事業により担い手の営農
効率が上がると認められること▼再
生不能と判断される遊休農地などで
ないもの▼機構が公募する担い手の
借り受け希望が見込まれること▼貸
付希望農地の賃貸料が適切であると
判断されること
※借入期間は、できるだけ 10 年以
　上とします。
※ 2 年を経過しても借受希望者が見
　つからない場合は、所有者に返還
　します。

　問合せ／（公社）
京都府農業総合支
援センター☎ 075

（417）6847
　または産業課

し
て
、
城
陽
市
寺
田
の
木
津
川
右
岸
河
川
敷

で
行
わ
れ
、
久
御
山
町
か
ら
も
消
防
団
30
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

訓
練
は
梅
雨
前
線
に
よ
る
集
中
豪
雨
で
木

津
川
の
水
位
が
上
昇
し
、
溢い

っ
す
い水

の
危
険
が
あ

る
と
の
想
定
で
行
わ
れ
、各
消
防
団
・
水
防
団

に
よ
り
土
の
う
作
り
や
積
み
土
の
う
工
、
杭

打
ち
積
み
土
の
う
工
な
ど
、
堤
防
を
防
護
す

る
工
法
が
き
び
き
び
と
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

翌
10
日
に
は
、
澱
川
右
岸
水
防
事
務
組
合

の
水
防
訓
練
が
、
淀
川(

宇
治
川)

右
岸
淀

大
橋
下
流
河
川
敷
で
行
わ
れ
、
沿
岸
の
水
防

団
・
水
防
事
務
組
合
や
各
市
町
の
消
防
本
部
、

警
察
、
自
衛
隊
な
ど
が
参
加
、
水
防
工
法
や

遭
難
者
の
救
助
な
ど
の
訓
練
が
手
際
よ
く
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

町
か
ら
も
、
大
橋
辺
自
治
会
か
ら
25
人
が

避
難
訓
練
で
参
加
。
関
係
職
員
の
誘
導
を
受

け
な
が
ら
、
徒
歩
で
避
難
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
12
日
に
は
町
の
水
防
訓
練
が
、
下

津
屋
の
木
津
川
右
岸
堤
防
で
行
わ
れ
、
町
や

消
防
本
部
職
員
、
町
建
設
業
協
会
、
町
上
下

水
道
業
者
組
合
か
ら
計
68
人
が
参
加
。
水
防

工
法
の
習
熟
に
努
め
ま
し
た
。

避難訓練する大橋辺自治会の皆さん
（澱川右岸水防事務組合水防訓練）

杭打ち積み土のう工の訓練に取り組む久御山町
消防団（淀川・木津川水防事務組合水防訓練）

月
ま
で
、テ
ニ
ス
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、野

球
な
ど
合
計
15
競
技
に
わ
た
っ
て
熱
戦
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
す
。（
16
ペ
ー
ジ
に
総
合
体
育

大
会
の
参
加
者
募
集
記
事
掲
載
）

開
会
式
に
入
場
す
る
選
手
団

農地等の効率的利用、
農業の生産性向上に

農地中間管理事業の活用を
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私
た
ち
住
民
の
代
表

新
し
い
町
議
会
議
員
に
お
聞
き
し
ま
し
た

　

14
人
の
新
し
い
町
議
会
議
員
の
皆
さ
ん
が
、
4
月
26
日
執
行
の
久
御
山
町
議
会
議
員
一
般
選

挙
で
決
ま
り
ま
し
た
。
私
た
ち
の
代
表
と
し
て
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
活
躍
が

期
待
さ
れ
る
皆
さ
ん
に
、
4
年
間
の
抱
負
な
ど
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

岩田 芳一
いわた　 よしかず

⑥
久
御
山
町
の
一
人
ひ
と
り
の
安
全
・
安
心

の
た
め
に
、
そ
し
て
、
活
力
あ
ふ
れ
る
地
域

の
た
め
に
、
こ
れ
か
ら
も
一
人
の
人
を
大
切

に
、
現
場
の
声
に
耳
を
傾
け
る
現
場
第
一
主

義
で
、
魅
力
あ
る
久
御
山
町
構
築
を
目
指
し
、

皆
さ
ん
と
一
緒
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
参
り

ま
す
。

しま　 ひろき

島 宏樹

⑥
地
方
の
時
代
の
モ
デ
ル
と
し
て
、
日
本
に

誇
れ
る
久
御
山
町
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

財
政
を
し
っ
か
り
安
定
さ
せ
、
災
害
に
強
く

き
め
の
細
か
い
教
育
・
福
祉
・
介
護
・
医
療

等
の
温
か
い
地
域
社
会
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

たぐち　　こうじ

田口 浩嗣

⑥
人
と
の
出
会
い
や
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
、

消
防
団
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
の
経
験
を
い
か
し
、防

災
・
教
育
・
福
祉
を
中
心
に
訴
え
、
皆
さ
ん

が
住
ん
で
良
か
っ
た
と
言
っ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
「
安
心
・
安
全
」
な
町
づ
く
り
と
「
地

方
創
生
」
を
積
極
的
に
推
し
進
め
、
消
滅
自

治
体
か
ら
の
脱
却
に
精
一
杯
取
り
組
み
ま
す
。

うちだ　　たかし

内田 孝司

⑥
住
民
の
「
御
用
聞
き
」
に
な
り
、地
域
で
の

色
々
な
問
題
を
行
政
に
届
け
、
皆
さ
ん
と
一

緒
に
問
題
解
決
に
努
め
ま
す
。
第
2
に
、
久

御
山
町
管
内
全
域
に
一
斉
に
災
害
情
報
を
伝

達
で
き
る
、
拡
声
器
付
防
災
放
送
設
備
の
設

置
に
努
め
、
災
害
か
ら
住
民
の
命
を
守
り
ま

す
。
第
3
に
、
中
学
校
給
食
を
推
進
し
ま
す
。

しんき　 けいた

信貴 惠太

⑥
こ
れ
か
ら
の
四
年
間
は
、
で
き
る
だ
け
た

く
さ
ん
の
久
御
山
町
民
の
声
を
聞
き
、
皆
さ

ん
が
行
政
に
何
を
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
、

ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
久
御
山
町
は
、
ど
う
あ

る
べ
き
か
を
、
し
っ
か
り
考
え
、
皆
さ
ん
の

代
表
と
し
て
全
力
で
毎
日
働
か
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

たつみ えつこ

巽 悦子

⑥
今
後
4
年
間
は
、
国
の
戦
争
へ
の
道
や
社

会
保
障
費
の
大
幅
削
減
な
ど
平
和
と
く
ら
し

に
と
っ
て
重
要
な
時
期
で
す
。
住
民
の
く
ら

し
の
守
り
手
と
し
て
町
政
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、

住
民
負
担
の
軽
減
を
求
め
ま
す
。
防
災
で
は

内
水
排
除
問
題
の
解
消
の
た
め
の
対
策
協
議

の
常
設
化
実
現
に
向
け
て
力
を
尽
く
し
ま
す
。

①56歳　②田井  ③
美容業　④3 回　⑤
音楽鑑賞

①32歳　②佐山　③
会社員　④1回　⑤
野球観戦

①47歳　②相島　③
会社役員　④2回  ⑤
ソフトバレー、手料
理

①65歳　②林　③
政党役員　④5回  ⑤
読書、編物

① 62 歳　②東一口
③農業　④ 2 回  ⑤
読書

①59歳　②栄　③町
議会議員　④2回  ⑤
囲碁、ゴルフ

　

質
問
項
目
／
①
年
齢　

②
住
所
（
地
区
名
）
③

職
業　

④
当
選
回
数　

⑤
趣
味　

⑥
私
の
抱
負

＝
敬
称
略
・
五
十
音
順
＝
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つかもと     いさお

塚本 五三藏

⑥
1
つ
目
の
課
題
は
、
子
ど
も
や
孫
た
ち
の

た
め
に
子
育
て
が
し
や
す
い
環
境
の
整
備
で
、

子
育
て
支
援
課
の
創
設
を
し
ま
す
。
2
つ
目

の
課
題
は
、
高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
、

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
。
二
か
所
目
の
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
の
早
期
実
現
に
向
け
て
、
2

点
今
後
も
初
心
を
忘
れ
ず
頑
張
り
ま
す
。

なかい　 たかのり

中井 孝紀

⑥
議
員
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
代
弁
者
で
あ

る
と
い
う
こ
と
を
再
認
識
し
、
特
に
弱
い
立

場
の
人
の
声
を
行
政
に
反
映
さ
せ
、
本
町
に

漂
う
閉
塞
感
を
打
開
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、『
誰
も
が
幸
せ
を
感
じ
、
笑
顔
あ
ふ

れ
る
街
』
と
な
る
よ
う
に
、
優
し
い
政
治
の

実
現
を
目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
。

とがわ　　かずこ

戸川 和子

⑥
人
口
減
少
が
進
み
財
政
も
少
し
厳
し
く

な
っ
て
い
る
本
町
で
す
が
、
こ
ん
な
時
ほ
ど

議
員
が
し
っ
か
り
未
来
に
向
け
て
働
か
な
く

て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
久

御
山
町
に
住
ん
で
よ
か
っ
た
と
実
感
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
な
、
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、

全
身
全
霊
で
頑
張
っ
て
参
り
ま
す
。

まつお　あきら

松尾 憲

⑥
議
会
の
見
え
る
化
と
し
て
、
皆
さ
ん
の
声

を
し
っ
か
り
聞
き
、
議
会
で
の
討
論
・
議
論

の
結
果
を
説
明
し
、
理
解
と
協
力
を
得
る
こ

と
で
住
民
自
治
を
実
現
し
ま
す
。
そ
う
し
た

活
動
こ
そ
が
「
住
ん
で
よ
か
っ
た
町
、
住
み

続
け
た
い
町
く
み
や
ま
」
を
感
じ
て
い
た
だ

け
る
道
と
考
え
、
そ
の
実
践
に
努
め
ま
す
。

なか　だいすけ

中 大介

⑥
町
民
の
代
表
と
し
て
声
を
町
政
に
届
け
、

二
期
目
と
し
て
自
覚
と
責
任
あ
る
行
動
を
し

ま
す
。
一
期
目
に
経
験
し
た
こ
と
を
生
か
し
、

日
々
活
動
し
ま
す
。

なかの

中野 ますみ

⑥
町
民
に
寄
り
添
い
、
町
民
が
主
人
公
を
貫

き
、
町
民
の
利
益
へ
の
奉
仕
を
最
優
先
の
課

題
と
し
ま
す
。
1
つ
、
の
っ
て
こ
バ
ス
の
存

続
、
2
つ
、
国
保
税
の
引
き
下
げ
、
3
つ
、
介

護
保
険
料
・
利
用
料
の
負
担
軽
減
。

はやし よしかず

林 吉一

⑥
農
家
支
援
の
た
め
農
業
活
性
化
と
久
御
山

ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
を
図
り
ま
す
。
防
災
対
策

の
強
化
に
も
取
り
組
み
ま
す
。
高
齢
者
や
子

ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
思
い
を
大
切

に
、
よ
り
良
い
久
御
山
町
構
築
の
た
め
町
政

と
の
架
け
橋
と
な
れ
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

まつもと よしひろ

松本 義裕

⑥
住
民
の
皆
さ
ん
の
安
全
を
確
保
し
、
高
齢

者
や
介
護
を
必
要
と
す
る
人
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
町
づ
く
り
が
で
き
る
よ
う
に
、頑
張
り

た
い
と
思
い
ま
す
。未
来
あ
る
子
ど
も
た
ち
に

多
く
の
選
択
肢
を
与
え
、
将
来
の
夢
が
町
議

会
議
員
と
言
っ
て
く
れ
る
子
ど
も
が
一
人
で

も
出
て
く
れ
れ
ば
い
い
な
あ
と
思
い
ま
す
。

①66歳　②下津屋  
③飲食業　④1回  ⑤
神社、仏閣巡り

①65歳　②田井  ③
町議会議員　④1回
⑤ゴルフ、野球観戦

①67歳　②栄　③会
社役員　④1回  ⑤ス
ポーツ、音楽鑑賞

①42歳　②佐古  ③
自営業　④1回　⑤
スポーツ観戦

①68歳　②栄　③
呉服卸、小売業　④
4回　⑤日曜大工

①59歳　②栄　③町
議会議員　④4回  ⑤
音楽鑑賞

①40歳　②佐山　③
コンビニエンスストア
経営　④2回　⑤ゴ
ルフ、スポーツ観戦

①48歳　②東一口 
③町議会議員　④4
回　⑤ジョギング、
スポーツ観戦、読書
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子
育
て
の
楽
し
さ
や
喜
び
を
実
感
で
き
る
よ
う
に

久
御
山
町
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
プ
ラ
ン
を
策
定

　

す
べ
て
の
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
と
親
子
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
ま
ち
を
目

指
し
て
「
久
御
山
町
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
プ

ラ
ン
の
あ
ら
ま
し
を
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
の
プ
ラ
ン
は
、
平
成
24
年
8
月
に
制
定
さ

れ
た
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
」
に
基
づ
き
、

久
御
山
町
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
で
の
審
議
や

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
な
ど
を
踏
ま
え
て
策
定
し
た
も
の
で
す
。

　

町
で
は
、
こ
の
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
子
ど
も

の
教
育
・
保
育
や
地
域
に
お
け
る
子
育
て
支
援

の
具
体
的
な
取
組
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
住
民
や
保
育
所
・
幼
稚
園
・
学
校
・

事
業
者
・
関
係
団
体
・
行
政
が
、
子
ど
も
の
育

ち
や
子
育
て
家
庭
に
対
す
る
支
援
を
行
う
際
の

指
針
と
し
て
い
き
ま
す
。★

　

子
育
て
と
は
本
来
、
子
ど
も
に
限
り
な
い
愛

情
を
注
ぎ
、
そ
の
存
在
に
感
謝
し
、
日
々
成
長

す
る
子
ど
も
の
姿
に
感
動
し
て
、
親
も
親
と
し

て
成
長
し
て
い
く
喜
び
や
生
き
が
い
を
も
た
ら

す
営
み
と
言
え
ま
す
。

　

保
護
者
が
日
々
の
子
育
て
に
悩
み
や
不
安
を

抱
く
だ
け
で
な
く
、
子
育
て
の
楽
し
さ
や
喜
び

を
実
感
し
、
親
も
子
も
と
も
に
成
長
で
き
る
よ

う
支
援
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

父
母
を
は
じ
め
保
護
者
が
子
育
て
に
つ
い
て

の
第
一
義
的
責
任
を
有
す
る
と
い
う
基
本
的
な

認
識
の
も
と
に
、
家
庭
、
学
校
、
地
域
、
職
場

な
ど
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果
た
す
と
と
も

に
、
相
互
に
協
力
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

プ
ラ
ン
で
は
こ
う
し
た
認
識
の
も
と
、
子
育

ち
・
親
育
ち
を
ま
ち
ぐ
る
み
で
支
援
す
る
こ
と

を
目
指
し
、
基
本
理
念
を
「
み
ん
な
で
支
え
、

育
ち
合
う 

笑
顔
あ
ふ
れ
る
ま
ち 
久
御
山
」
と

設
定
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
基
本
理
念
を
実
現
す
る
た
め
、
４
つ
の

支
援
施
策
を
基
本
目
標
に
取
り
組
み
ま
す
。

     

基
本
目
標
１ 

子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
と
自
立
へ
の
支
援

　

久
御
山
町
の
豊
か
な
歴
史
・
文
化
を
生
か
し
、

久
御
山
の
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
創
造
力

や
社
会
性
を
身
に
つ
け
、
心
豊
か
に
育
つ
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
体
験
学
習
や
交
流
活
動
を
一

層
充
実
す
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
の
基
礎
的
・

基
本
的
な
知
識
や
技
能
と
、
主
体
的
に
学
習
に

取
り
組
む
態
度
な
ど
、
確
か
な
学
力
と
た
く
ま

し
く
生
き
る
力
を
伸
ば
す
た
め
、
教
育
環
境
の

充
実
を
図
り
ま
す
。

【
主
な
取
組
】

①
就
学
前
の
子
ど
も
の
教
育
・
保
育
の
充
実

　

幼
稚
園
・
保
育
所
と
小
・
中
学
校
と
の
連
携

強
化
／
国
際
化
へ
の
対
応
／
地
域
開
放
の
推
進

②
学
校
教
育
の
充
実

　

基
礎
学
力
の
定
着
を
目
指
し
た
学
力
向
上
事

業
の
実
施
／
国
際
理
解
教
育
の
推
進

③
体
験
・
交
流
活
動
の
充
実

　

学
校
体
育
施
設
の
開
放
／
自
然
体
験
活
動
の

推
進
／
芸
術
・
文
化
体
験
機
会
の
提
供

④
次
代
の
親
の
育
成

　

異
年
齢
の
子
ど
も
同
士
の
ふ
れ
あ
い
の
推
進

⑤
家
庭
や
地
域
の
教
育
力
の
向
上

　

社
会
全
体
で
子
ど
も
の
育
ち
や
子
育
て
家
庭

を
見
守
り
・
支
援
す
る
こ
と
の
重
要
性
の
啓
発

／
子
育
て
に
関
す
る
相
談
等
サ
ポ
ー
ト
体
制
の

充
実

⑥
親
子
の
健
康
の
確
保

　

母
子
保
健
事
業
の
周
知
／
乳
幼
児
健
康
診
査

の
受
診
啓
発
、
訪
問
指
導
、
保
健
所
と
の
連
携

⑦
「
食
育
」
の
推
進

　

子
ど
も
の
正
し
い
食
習
慣
の
普
及
と
定
着
／

乳
幼
児
健
康
診
査
で
の
栄
養
指
導
・
栄
養
相
談

や
離
乳
食
教
室

     

基
本
目
標
２ 

子
ど
も
の
最
善
の
利
益
の
確
保
へ
の
支
援

　

子
ど
も
の
人
権
を
侵
害
す
る
児
童
虐
待
な
ど

か
ら
子
ど
も
を
守
り
支
援
す
る
た
め
、
関
係
機

関
や
地
域
団
体
等
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
充
実

し
、
適
切
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、
人
権
意
識

の
高
揚
を
図
り
ま
す
。

【
主
な
取
組
】

①
子
育
て
家
庭
に
対
す
る
支
援
の
充
実

　

地
域
子
育
て
支
援
拠
点
事
業
／
子
育
て
短
期

支
援
事
業

②
相
談
・
情
報
提
供
体
制
の
充
実

　

い
じ
め
問
題
対
策
調
査
委
員
会
の
設
置
／
子

育
て
総
合
相
談
窓
口
の
強
化

③
ひ
と
り
親
家
庭
の
自
立
支
援
の
推
進

　

相
談
・
情
報
提
供
の
充
実
／
京
都
府
と
の
連

携
に
よ
る
就
労
支
援
な
ど
子
ど
も
の
貧
困
対
策

の
実
施

④
障
害
の
あ
る
子
ど
も
へ
の
支
援
の
充
実

　

発
達
障
害
の
あ
る
子
ど
も
の
早
期
把
握
と
一

貫
し
た
支
援
の
た
め
の
体
制
の
整
備
／
障
害
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

⑤
児
童
虐
待
防
止
対
策
等
の
充
実
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●基本理念

みんなで支え、育ち合う 
笑顔あふれるまち 久御山

　

医
療
機
関
と
の
連
携
に
よ
る
早
期
発
見
／
児

童
虐
待
防
止
に
関
す
る
啓
発

     

基
本
目
標
３ 

子
ど
も
の
安
心
・
安
全
な
生
活
へ
の
支
援

　

子
ど
も
が
交
通
事
故
や
犯
罪
、
災
害
な
ど
の

被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
、
子
ど
も
の
周
り
に
い

る
全
て
の
人
が
温
か
な
目
で
見
守
り
、
安
全
を

確
保
で
き
る
よ
う
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
・

地
域
づ
く
り
を
進
め
る
と
と
も
に
、
大
規
模
地

震
な
ど
災
害
時
に
も
適
切
に
対
応
で
き
る
よ
う
、

学
校
等
に
お
け
る
防
災
教
育
や
避
難
訓
練
な
ど

を
進
め
ま
す
。

【
主
な
取
組
】

①
生
活
の
安
全
の
確
保

　

登
下
校
時
の
パ
ト
ロ
ー
ル
体
制
の
強
化
／
学

校
等
に
お
け
る
防
災
教
育
の
推
進

②
有
害
環
境
対
策
の
推
進

　

青
少
年
の
健
全
育
成
活
動
の
促
進
／
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
に
よ
る
有
害

情
報
に
対
す
る
適
正
な
使
用
の
推
進
・
啓
発

③
子
育
て
支
援
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

　

公
共
交
通
の
利
用
促
進
／
公
共
施
設
な
ど
の

子
育
て
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
促
進

     

基
本
目
標
４ 

子
育
て
と
仕
事
・
地
域
生
活
の
両
立
へ
の
支
援

　

保
護
者
が
子
育
て
を
ゆ
と
り
を
も
っ
て
行
え

る
よ
う
、
ま
た
、
親
子
が
共
に
笑
顔
で
暮
ら

す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
仕
事
と
生
活
の
調

和
（
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
）
に
対
す

る
住
民
や
企
業
等
職
場
の
理
解
を
深
め
る
と
と

も
に
、
子
育
て
の
た
め
の
時
間
を
十
分
に
持
つ

こ
と
が
で
き
、
父
親
も
共
に
育
児
参
加
が
で
き

る
よ
う
な
労
働
環
境
の
改
善
、
社
会
の
構
築
を

国
や
府
に
要
請
し
ま
す
。

　

子
育
て
家
庭
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
、

計
画
的
な
取
組
を
進
め
る
と
と
も
に
、
質
の
確

保
を
図
り
ま
す
。

【
主
な
取
組
】

①
多
様
な
保
育
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応

　

認
定
こ
ど
も
園
の
整
備
／
仲
よ
し
学
級
の
小

学
６
年
生
ま
で
の
受
入

② 

家
庭
生
活
等
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
の
推

進

　

参
加
し
や
す
い
パ
パ
＆
マ
マ
教
室
の
開
催
／

子
育
て
支
援
学
級
へ
の
参
加
し
や
す
い
環
境
づ

く
り

③ 

子
育
て
を
大
切
に
す
る
職
場
環
境
づ
く
り
の

推
進

　

企
業
に
対
す
る
育
児
・
介
護
休
業
制
度
の
普

及
・
定
着
の
促
進
、
労
働
条
件
の
改
善
や
働
き

方
の
見
直
し
に
つ
い
て
の
啓
発

問
合
せ
／
住
民
福
祉
課

■�幼稚園・認定こども園(幼稚園部）の入園児見込量と確保方策

認定区分 （年齢）

計画期間

平成
27年度

平成
28年度

平成
29年度

平成
30年度

平成
31年度

見
込
量

１号認定（３～５歳） 149人 144人 139人 139人 139人

２号認定（３～５歳） 40人 40人 38人 38人 38人

合計 189人 184人 177人 177人 177人

確
保
方
策

１号認定（３～５歳） 109人 104人 99人 99人 99人

２号認定（３～５歳） 30人 30人 28人 28人 28人

町外 50人 50人 50人 50人 50人

合計 189人 184人 177人 177人 177人

【確保方策】

●見込量に対して、 既存の幼稚園で対応します。

●�久御山町は、 町外幼稚園の利用者が多いことや、 母親の

就労ニーズ、 教育ニーズ等を踏まえ、 認定こども園の整備

・運営について検討します。

■�保育所・認定こども園（保育所部）の入園児見込量と確保方策

認定区分 （年齢）

計画期間

平成
27年度

平成
28年度

平成
29年度

平成
30年度

平成
31年度

見
込
量

3号認定（0歳） 28人 27人 25人 24人 23人

3号認定（1・2歳） 125人 120人 116人 110人 105人

2号認定（3～5歳） 197人 191人 182人 182人 182人

合計 350人 338人 323人 316人 310人

確
保
方
策

3号認定（0歳） 28人 27人 25人 24人 23人

3号認定（1・2歳） 125人 120人 116人 110人 105人

2号認定（3～5歳） 197人 191人 182人 182人 182人

合計 350人 338人 323人 316人 310人

【確保方策】

●�多様化する保護者の就労形態 ・ ニーズに適切に対応する

ため、 認定こども園の整備を検討していきます。

●�希望する全ての保護者が保育サービスを受けられるよう、

施設の整備 ・充実に努めます。

１号認定…�お子さんが満３歳以上で、 幼稚園等での教育を希

望する人

２号認定…�お子さんが満３歳以上で、「保育の必要事由」 に該

当し、 保育所等での保育を希望する人

３号認定…�お子さんが満３歳未満で、「保育の必要事由」 に該

当し、 保育所等での保育を希望する人

▶�

幼
保
一
体
的
運
営
に
よ
り
、
幼
稚
園
・
保
育
所
の
5
歳
児
が
一
緒
に
給
食
を

い
た
だ
き
ま
す
（
4
月
23
日
、
東
角
幼
稚
園
）
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今
月
の

  

テ
ー
マ

      

図
書

「
食
」
に
関
す
る
パ
ネ
ル
展
示

６
月
は
「
食
育
月
間
」
で
す

　

食
育
に
つ
い
て
の

理
解
を
深
め
食
育
推

進
活
動
へ
の
積
極
的

な
参
加
を
促
し
、
そ

の
一
層
の
充
実
と
定

着
を
図
る
た
め
に
、

毎
年
６
月
は
「
食
育

月
間
」、
毎
月
19
日
は
「
食
育
の
日
」
と
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、「
食
育
」
に
つ
い
て
知
っ
て
い
た

だ
く
機
会
と
し
て
、
次
の
日
程
で
「
食
」
に

関
す
る
パ
ネ
ル
展
示
な
ど
を
行
い
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

展
示
期
間
／
6
月
11
日
㈭　

正
午
～
6
月

25
日
㈭　

正
午　

場
所
／
ゆ
う
ホ
ー
ル
2
階

展
示
コ
ー
ナ
ー　

問
合
せ
／
長
寿
健
康
課

６
月
は
「
環
境
月
間
」

　

6
月
5
日
は
、｢

環
境

の
日｣

で
す
。
京
都
府

で
は
、
6
月
を｢

環
境

月
間｣

と
し
て
い
ま
す
。

　

良
好
な
環
境
は
、
私

た
ち
が
健
康
で
快
適
な

生
活
を
送
る
た
め
に
、
と
て
も
大
切
な
要
因

と
言
え
ま
す
。

　

環
境
に
関
心
を
持
ち
、
よ
り
よ
い
環
境
を

維
持
・
創
造
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
認
識
し
、

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら

で
き
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
考
え
、
実
践
し

ま
し
ょ
う
。 

問
合
せ
／
環
境
保
全
課

図 書 館図
TO
書
SHO 館

KA
NTO

SHO

KA
N

〈開館時間〉
火〜金曜日：
午前 9時 30分〜

午後 7時
土・日・祝日：
午前 9時 30分〜

午後 5時

電車道
磯崎 憲一郎／著　新潮社

　一人は電鉄会社社長、もう一人
は小学校校長に。鉄道開発の百年
を背景に、戦争や天災も乗り越え
た人間の人生行路を描く。

1981年のスワンソング
五十嵐 貴久／著　幻冬舎

　33年前の東京にタイムスリッ
プしてしまった俊介。この世界で
生きるため、現代の流行歌を歌う
ことになるが…。

ようふくなおしのモモーヌ
片山 令子／作　のら書店

　村外れで洋服なおしの店を始め
たきつねのモモーヌ。りすの子ピ
ッチや狼のジルおじいさんなど常
連客もできはじめ…。

ヘンテコはみがきこ
みやにし たつや／作・絵　学研教育出版

　辛いはみがきこが大嫌いな僕は
スーパーでヘンテコはみがきこを
発見。早速使うと顔がりんごに変
わっちゃった!?

雨
の
日
を
楽
し
む
本

　

今
月
は｢

雨｣

を
テ
ー
マ
に
お
す

す
め
の
本
を
紹
介
し
ま
す
。

　

 
オ
ス
ス
メ
本

水
滴
と
氷
晶
が
つ
く
り
だ
す
空
の
虹

色
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

 

　
池
田
圭
一
・
服
部
貴
昭
／
著

文
一
総
合
出
版

　

虹
を
は
じ
め
、
空
に
現
れ
る
様
々
な

光
の
現
象
を
写
真
と
共
に
解
説
。
観
察

に
役
立
つ
ポ
イ
ン
ト
も
記
載
。

カ
ビ
を
防
い
で
快
適
生
活

吉
田
政
司
／
著

幻
冬
舎
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス

　

日
常
生
活
で
の
除
カ
ビ
・
防
カ
ビ
法
、

大
掃
除
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
紹
介
。
梅

雨
の
時
季
も
カ
ビ
対
策
で
住
ま
い
を
快

適
に
！

雨
が
し
く
し
く
、
ふ
っ
た
日
は（児

童
書
）

森
絵
都
／
作

た
か
お
ゆ
う
こ
／
絵

講
談
社

　

ク
マ
の
マ
ー
く
ん
に
は
、
雨
の
音
が

｢

し
く
し
く｣

と
聞
こ
え
ま
す
。
ど
こ

か
で
泣
い
て
い
る
誰
か
を
元
気
づ
け
よ

う
と
、
森
の
中
を
歩
い
て
い
る
と
―
。

お
と
う
さ
ん
の
か
さ 

（
児
童
書
）

三
浦
太
郎
／
作

の
ら
書
店

　

お
父
さ
ん
に
傘
を
届
け
よ
う
と
出
か

け
た
メ
ル
シ
ー
ち
ゃ
ん
。
途
中
で
動
物

が
次
々
と
や
っ
て
き
て
…
。

新着図書の紹介

日 月　　　火　　　水　　　木　　　金　　　土

6

13

20

27

5

12

19

26

4

11

18

25

3

10

17

24

2

9

16

23

30

1

8

15

22

7

14

21

28 29

6月の図書館スケジュール

●

す
で
日
館
休
は
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保健予防のコーナー

　

子
ど
も
が
熱
を
出

し
た
り
下
痢
を
し
た

り
体
調
を
崩
す
と
、

お
父
さ
ん
、
お
母
さ

ん
は
と
て
も
不
安
な

気
持
ち
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

急
い
で
受
診
し
た
ほ
う
が
良
い
の
か
、ど
の

よ
う
に
対
処
し
た
ら
よ
い
の
か
、悩
む
こ
と

も
多
い
と
思
い
ま
す
。

　
本
号
か
ら
、『
子
ど
も
の
救
急
ア
ド
バ
イ

ス
』
を
シ
リ
ー
ズ
で
掲
載
し
ま
す
。

★

　

子
ど
も
は
熱
を
出
し
や
す
く
、
さ
ら
に

40
℃
を
超
え
る
よ
う
な
高
熱
に
な
る
こ
と
も

珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
熱
が
高
い
と
、
脳

な
ど
に
悪
影
響
が
出
る
の
で
は
と
心
配

す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
一
番
心
配

な
の
は
脱
水
で
す
。
熱
が
出
た
時
の
観
察

ポ
イ
ン
ト
と
対
処
法
を
ま
と
め
て
み
ま

し
た
。

 

観
察
ポ
イ
ン
ト 

　

熱
が
38
℃
を
超
え
て
い
た
ら
、
次
の

点
を
観
察
し
ま
し
ょ
う
。

　

▼
水
分
が
摂
れ
て
い
る
か
、
お
し
っ

こ
が
出
て
い
る
か
▼
顔
色
が
悪
く
な
い

か
。
機
嫌
は
普
段
と
比
べ
て
ど
う
か
。
睡

眠
状
態
は
ど
う
か
▼
発
熱
以
外
の
症
状

は
み
ら
れ
る
か
。

　

→
発
熱
に
加
え
、
下
痢
や
お
う
吐
の

症
状
が
み
ら
れ
る
と
き
は
、
水
分
が
ど

ん
ど
ん
奪
わ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
機
嫌
が

悪
く
、
水
分
が
十
分
摂
れ
な
い
、
ま
た
は
な

か
な
か
ぐ
っ
す
り
眠
れ
て
い
な
い
よ
う
な
ら

要
注
意
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
場
合
は
、
早
め
に
受
診
し
ま

し
ょ
う
。

 

対 

処 

法 

　

一
番
大
切
な
の
は
水
分
補
給
で
す
。こ
ま

め
に
水
分
補
給
を
し
ま
し
ょ
う
。食
事
は

水
分
が
多
く
含
ま
れ
消
化
の
良
い
お
か

ゆ
や
ス
ー
プ
な
ど
が
お
勧
め
で
す
。氷
ま

く
ら
で
冷
や
す
の
も
効
果
的
で
す
。熱
冷

却
シ
ー
ト
は
、睡
眠
中
に
外
れ
て
窒
息
な

ど
の
事
故
に
つ
な
が
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。使
い
方
に
注
意
が
必
要
で
す
。

　

子
ど
も
の
体
温
は
、
室
温
や
衣
類
な

ど
の
影
響
を
受
け
や
す
い
の
で
、
温
め

過
ぎ
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

解
熱
剤
は
、
水
分
や
睡
眠
が
と
れ
て

お
り
、
機
嫌
が
さ
ほ
ど
悪
く
な
け
れ
ば

無
理
に
使
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
高
熱

が
続
く
場
合
に
、
医
師
の
指
示
に
従
い

使
用
し
ま
し
ょ
う
。

　

子
ど
も
が
体
調
を
崩
す
と
、
看
病
を

す
る
人
も
疲
れ
が
た
ま
り
一
緒
に
体
調

を
崩
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
看
病

す
る
人
も
、
で
き
る
限
り
栄
養
と
睡
眠
を
と

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

会場は、保健センターです。母子健康手帳・健康手帳をお持ちの人は、必ずご持参ください。
問合せ／長寿健康課

熱が出た時の観察と対処法

1歳8か月児健診（5月15日）で
見つけたかわいい笑顔です。

6月の母子保健・成人健診
健診名など 日（曜） 受付時間 対　象 内　容

乳幼児相談 3日㈬ 午前9時30分
～10時30分 乳幼児 発達・育児・栄養などの

相談

離乳食教室 4日㈭ 午前10時
～10時15分 3～10か月児の保護者 離乳食の指導、作り方の実習

と試食（初期・中期・後期）

10か月児健診 15日㈪ 午後1時20分
～1時50分 平成26年7月生まれ

医師による健康診査、離乳
・保育・栄養などの指導

2歳6か月児
歯科健診 17日㈬

午後1時5分
～1時15分
午後2時
～2時10分

平成24年
11･12月生まれ

歯科医師による健康診査、
予防指導、身体的・精神
的な発達指導

パパ＆ママ教室
（第2回） 17日㈬ 午後1時

～1時15分 妊婦と家族 歯科健診、栄養の話、交
流会

成人歯科健診 17日㈬ 午後1時
～1時30分 40歳以上の人・妊婦 歯科医師による健康診査、歯

科衛生士による歯みがき指導

1歳8か月児健診 19日㈮ 午後1時20分
～1時40分 平成25年9月生まれ

医師、歯科医師による健康診
査、身体的・精神的な発達指導

3～4か月児健診 23日㈫ 午後1時20分
～2時 平成27年2月生まれ

医師による健康診査、離乳・保育
・栄養などの指導、ブックスタート

3歳児健診 26日㈮ 午後1時20分
～2時 平成23年11月生まれ 医師、歯科医師による健康診

査、身体的・精神的な発達指導
パパ＆ママ教室
（第3回） 27日㈯ 午後1時

～1時15分 妊婦と家族 助産師によるお産の話、
沐浴実習、交流会

急
子どもの

救
アドバイス

No.1
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ポ
イ
ン
ト
貯
め
て
健
康
グ
ッ
ズ
を
！

参
加
し
ま
せ
ん
か

 

く
み
や
ま
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ

　

町
が
行
う
各
種
健(
検)

診
や
健
康
づ
く
り
の
教

室
な
ど
に
参
加
し
て
得
た
ポ
イ
ン
ト
を
貯
め
て
、

抽
選
で
健
康
グ
ッ
ズ
な
ど
の
商
品
が
当
た
る
「
く

み
や
ま
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業
」
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
づ
く
り
を
サ
ポ
ー
ト
し

よ
う
と
い
う
も
の
で
、
抽
選
に
漏
れ
て
も
、
参
加

賞
が
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

■
く
み
や
ま
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
の
参
加
方
法

① 

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
手
に
入
れ
て
（
1
人
1
枚)

健
康
づ
く
り
を
ス
タ
ー
ト

　

 　

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、
広
報
く
み
や
ま
６
月
１

日
号
と
一
緒
に
配
布
す
る
ほ
か
、
町
公
共
施

設
で
入
手
で
き
ま
す
。

②
ポ
イ
ン
ト
を
貯
め
る

　

 　

次
の
よ
う
な
健
診
や
事
業
で
ポ
イ
ン
ト
が
貯

ま
り
ま
す
。

　

い
き
い
き
ホ
ー
ル
で
は
「
く
み
や
ま
い
き
い

き
教
室
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

初
心
者
で
も
安
心
し
て
参
加
で
き
る
ス
ト
レ

ッ
チ
を
中
心
と
し
た
教
室
か
ら
、
エ
ア
ロ
ビ
ク

ス
、
ボ
ー
ル
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
な
ど
全
14
種
類
の

教
室
を
開
催
。
目
的
に
合
わ
せ
て
、
様
々
な
教

室
か
ら
選
ん
で
い
た
だ
け
ま
す
。

　

ゆ
っ
く
り
と
、
体
力
づ
く
り
や
健
康
づ
く
り
、 　

・
健
康
診
査
を
受
診
（
5
ポ
イ
ン
ト
）

　

・
が
ん
検
診
な
ど
を
受
診
（
1
つ
以
上
の
受
診

で
5
ポ
イ
ン
ト
）

　

・
歯
科
健
診
（
5
ポ
イ
ン
ト)

　

・
健
康
づ
く
り
に
関
わ
る
事
業
な
ど
に
参

加
（
1
つ
以
上
に
参
加
で
5
ポ
イ
ン
ト
）

　

・
自
分
で
立
て
た
健
康
づ
く
り
目
標
へ
の
取
り

組
み
で
、
達
成
度
に
応
じ
て
ポ
イ
ン
ト
加

算
（
最
大
10
ポ
イ
ン
ト
）

③
応
募
す
る

　
　

20
ポ
イ
ン
ト
以
上
貯
ま
っ
た
ら
応
募
で
き
ま
す
。

　
【
応
募
方
法
】パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
応
募
は
が
き
に

必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
配
布
場

所
に
設
置
し
て
あ
る
応
募
箱
に
投
函
す
る
か
、
52

円
切
手
を
貼
っ
て
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

④
健
康
グ
ッ
ズ
が
当
た
る

　

 　

抽
選
で
30
人
に
健
康
グ
ッ
ズ
な
ど
の
賞
品
が

当
た
り
ま
す
。
ま
た
、
応
募
者
全
員
に
、
い
き

い
き
ホ
ー
ル
、
ま
た
は
総
合
体
育
館
の
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
（
利
用
す
る
に
は
事
前
に

講
習
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
）
を
無
料

で
利
用
で
き
る
券
を
3
枚
進
呈
。

■ 

参
加
で
き
る
人
／
久
御
山
町
に
住
民
登
録
の
あ

る
20
歳
以
上
の
人

■ 

ポ
イ
ン
ト
対
象
期
間
／
4
月
1
日
～
平
成
28
年

2
月
15
日
㈪

■ 

応
募
期
間
／
8
月
3
日
㈪
～
平
成
28
年
2
月
15

日
㈪
必
着

問
合
せ
／
長
寿
健
康
課

　

食
中
毒
は
一
年
を
通
し
て
見
ら
れ
ま
す
が
、

温
度
と
湿
度
が
高
く
、
体
力
が
落
ち
る
夏
場

は
多
発
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
梅
雨
の
６
月

と
残
暑
の
厳
し
い
９
月
は
食
中
毒
発
生
の
ピ

ー
ク
で
す
。

　

食
中
毒
予
防
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
食
中
毒
菌

を
「
つ
け
な
い
、
増
や
さ
な
い
、
や
っ
つ
け

る
」
で
す
。

■
食
中
毒
予
防
の
ポ
イ
ン
ト

　

▼
生
鮮
食
品
は
新
鮮
な
も
の
を
選
ぶ
▼
肉

汁
や
魚
な
ど
の
水
分
が
漏
れ
な
い
よ
う
に
、

そ
れ
ぞ
れ
別
の
ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど
に
分
け
る

▼
生
鮮
食
品
は
持
ち
帰
っ
た
ら
す
ぐ
に
冷
蔵

庫
で
保
存
す
る
▼
冷
蔵
庫
の
詰
め
す
ぎ
に
注

意
す
る
▼
石
け
ん
を
使
っ
た
手
洗
い
を
徹
底

す
る（
よ
く
流
水
で
流
す
）▼
食
品
の
解
凍
は

冷
蔵
庫
か
電
子
レ
ン
ジ
を
使
い
、
室
温
で
の

解
凍
は
避
け
る
。
一
度
解
凍
し
た
食
品
の
再

凍
結
は
し
な
い
▼
加
熱
す
る
と
き
は
、
中
心

部
を
75
℃
以
上
で
、
1
分
以
上
加
熱
す
る
▼

調
理
後
は
で
き
る
だ
け
早
く
食
べ
、
放
置
し

な
い
▼
残
っ
た
食
品
は
早
く
冷
え
る
よ
う
浅

仲
間
づ
く
り
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

日
時
／
6
月
30
日
㈫
～
9
月
20
日
㈰　

※
毎

日
3
～
5
教
室
を
開
催　

対
象
／
町
内
在
住
、

40
歳
以
上
で
継
続
し
て
参
加
で
き
る
人　

定
員

／
各
教
室
10
～
15
人
。
教
室
に
よ
っ
て
異
な
り

ま
す
。
定
員
を
超
え
る
教
室
は
抽
選　

費
用
／

満
60
歳
以
上=

１
回
１
０
０
円
、
60
歳
未
満=

１
回
２
０
０
円　

申
込
・
問
合
せ
／
6
月
2
日

㈫
か
ら
同
ホ
ー
ル
へ　

※
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対

象
事
業

 

☆
く
み
や
ま
い
き
い
き
教
室
紹
介

◆
マ
ッ
ス
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

　

ダ
ン
ベ
ル
や
チ
ュ
ー
ブ
な
ど
様
々
な
器
具
を

使
い
、
正
し
い
姿
勢
で
効
果
的
な
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
行
い
ま
す
。
体
を
引
き
締
め
た
い
人
や
筋

力
ア
ッ
プ
を
目
指
し

て
い
る
人
に
お
す
す

め
の
教
室
で
す
。

 ６月・９月は食中毒発生のピーク

つけない
増やさない
やっつける

予防は

  菌を

●
く
み
や
ま
い
き
い
き
教
室
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「
生
活
習
慣
病
を
予
防
す
る
」
を
目
標
に
楽

し
く
料
理
を
し
な
が
ら
、
自
分
の
健
康
を
見
つ

め
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は

「
血
液
サ
ラ
サ
ラ
減へ

るル

脂シ

ーー

生
活
」
で
す
。

食
べ
方
を
工
夫
す
る

　

子
宮
頸け

い
が
ん
・
乳
が
ん
・
大
腸
が
ん
検
診
を
よ

り
多
く
の
人
に
受
診
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
対
象

と
な
る
人
に
ク
ー
ポ
ン
券
を
郵
送
し
て
い
ま
す
。

　

ク
ー
ポ
ン
券
を
使
用
し
て
、
協
力
医
療
機
関
で
該

当
の
が
ん
検
診
を
無
料
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
検
診
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
の
個
別
勧
奨
対
象

と
な
る
人
に
も
通
知
を
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
肝

炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
は
申
込
が
必
要
で
す
。

　

対
象
者
で
、
お
手
元
に
通
知
が
届
い
て
い
な
い

場
合
は
、
長
寿
健
康
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
受
診
の
際
は
実
施
機
関
の
検
診
日
を
確

認
し
て
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

■
子
宮
頸
が
ん
検
診

　

実
施
期
間
／
6
月
1
日
㈪
～
12
月
28
日
㈪　

対

象
／
平
成
27
年
4
月
20
日
現
在
、
町
の
住
民
基
本

台
帳
に
記
載
の
あ
る
、
表
①
の
生
年
月
日
に
該
当

す
る
女
性
及
び
表
②
の
生
年
月
日
で
平
成
21
年
度

～
25
年
度
の
5
年
間
、
一
度
も
子
宮
頸
が
ん
検
診

を
受
診
し
て
い
な
い
女
性

い
容
器
に
小
分
け
す
る
。
ま
た
、
必
ず
再
加

熱
し
て
か
ら
食
べ
る
▼
調
理
器
具（
包
丁
・
ま

な
板
・
ふ
き
ん
等
）は
清
潔
に
す
る
。
ま
た
、

洗
っ
た
後
は
し
っ
か
り
乾
か
す
。

い
き
い
き
ホ
ー
ル
開
館
時
間
を
拡
大

　

健
康
セ
ン
タ
ー
「
い
き
い
き
ホ
ー
ル
」
の

開
館
時
間
は
現
在
、
午
前
10
時
～
午
後
8
時

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
各
種
教
室
の
実
施
回

数
の
増
加
な
ど
、「
い
き
い
き
ホ
ー
ル
」
を

よ
り
多
く
の
人
に
活
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

試
行
的
に
開
館
時
間
を
拡
大
し
ま
す
。

　

実
施
期
間
／
6
月
30
日
㈫
～
9
月
30
日
㈬ 

期
間
中
の
開
館
時
間
／
午
前
９
時
～
午
後
8

時　

問
合
せ
／
長
寿
健
康
課

こ
と
で
、
元
気
な
毎
日
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

　

日
時
／
6
月
30
日
㈫　

午
前
10
時
～
午
後
2

時
（
受
付
は
午
前
9
時
30
分
か
ら
）　

場
所
／

保
健
セ
ン
タ
ー
調
理
実
習
室　

対
象
／
40
歳
以

上
の
人　

内
容
／
調
理
実
習
（
日
常
の
食
生

活
で
で
き
る
工
夫
）、
保
健
師
、
栄
養
士
の
講

義
「
脂
質
異
常
症
予
防
に
つ
い
て
」。
希
望
者

は
体
脂
肪
等
の
測
定
。
靴
下
等
脱
ぎ
や
す
い
服

装
で
お
越
し
く
だ
さ
い　

献
立
／
雑
穀
ご
は

ん
、
あ
じ
の
ご
ま
油
焼
き
、
な
す
と
ピ
ー
マ
ン

の
炒
め
も
の
、
ズ
ッ
キ
ー
ニ
と
ミ
ニ
ト
マ
ト

の
み
そ
汁
、
デ
ザ
ー
ト
（
変
更
の
場
合
あ
り
）  

持
ち
物
／
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手
拭
タ
オ

ル
、
筆
記
用
具
な
ど  

費
用
／
無
料　

定
員
／

20
人
（
先
着
）　

申
込
・
問
合
せ
／
6
月
2
日

㈫
～
19
日
㈮
に
長
寿
健
康
課
へ

※
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象
事
業

子
宮
頸
が
ん
・
乳
が
ん
・
大
腸
が
ん
検
診  

無
料
ク
ー
ポ
ン
券  

配
布
と

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
の
個
別
勧
奨
通
知■

乳
が
ん
検
診
　

　

実
施
期
間
／
6
月
1
日
㈪

～
12
月
28
日
㈪　

対
象
／
平

成
27
年
４
月
20
日
現
在
、
町

の
住
民
基
本
台
帳
に
記
載
さ
れ
、
表
③
の
生
年
月

日
に
該
当
す
る
女
性
及
び
表
④
の
生
年
月
日
で

平
成
21
年
度
～
25
年
度
の
5
年
間
、
一
度
も
乳
が

ん
検
診
を
受
診
し
て
い
な
い
女
性
。
た
だ
し
、
安

全
に
受
け
て
い
た
だ
く
た
め
、
心
臓
ペ
ー
ス
メ
ー

カ
ー
を
装
着
し
て
い
る
人
、
乳
房
形
成
（
豊
胸
術

等
）
を
し
た
こ
と
が
あ
る
人
、
妊
娠
中
の
人
は
受

診
で
き
ま
せ
ん
。

■
大
腸
が
ん
検
診
・
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診

　

実
施
期
間
／
6
月
1
日
㈪
～
10
月
31
日
㈯　

対

象
／
平
成
27
年
4
月
20
日
現
在
、
町
の
住
民
基
本

台
帳
に
記
載
さ
れ
、
表
⑤
の
生
年
月
日
に
該
当
す

る
人
。
た
だ
し
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
は
過
去
に

検
査
（
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
等
）
や
治
療
を
受
け

た
こ
と
が
な
い
人
に
限
り
ま
す
。
必
ず
事
前
に
長

寿
健
康
課
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象
事
業

問
合
せ
／
長
寿
健
康
課

正しい手の洗い方 ○爪は短く切っておきましょう
○時計や指輪は外しておきましょう手洗いの前に

流水でよく手をぬらした
後、石けんをつけ、手の
ひらをよくこすります。

手の甲をのばすようにこ
すります。

指先・爪のすきまを念入
りにこすります。

指の間を洗います。 親指と手のひらをねじり
洗いします。

手首も忘れずに洗います。

石けんで洗い終わったら、十分に水で流し、清潔なタオルやペーパータオルでよく拭き取って乾かします。

●
い
き
い
き
健
康
教
室　

栄
養
編

表 生年月日
① 平成 6年4月2日～平成 7年4月1日

②

平成 4年4月2日～平成 5年4月1日
平成 1年4月2日～平成 2年4月1日
昭和62年4月2日～昭和63年4月1日
昭和59年4月2日～昭和60年4月1日
昭和57年4月2日～昭和58年4月1日
昭和54年4月2日～昭和55年4月1日
昭和52年4月2日～昭和53年4月1日
昭和49年4月2日～昭和50年4月1日

③ 昭和49年4月2日～昭和50年4月1日

④

昭和47年4月2日～昭和48年4月1日
昭和44年4月2日～昭和45年4月1日
昭和42年4月2日～昭和43年4月1日
昭和39年4月2日～昭和40年4月1日
昭和37年4月2日～昭和38年4月1日
昭和34年4月2日～昭和35年4月1日
昭和32年4月2日～昭和33年4月1日
昭和29年4月2日～昭和30年4月1日

⑤

昭和49年4月2日～昭和50年4月1日
昭和44年4月2日～昭和45年4月1日
昭和39年4月2日～昭和40年4月1日
昭和34年4月2日～昭和35年4月1日
昭和29年4月2日～昭和30年4月1日
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支
給
し
ま
す
。

　

前
述
の
児
童
手
当
現
況
届
と
同
一
用
紙
の

下
段
に
申
請
欄
を
設
け
て
い
ま
す
の
で
、記

名
、押
印
等
の
う
え
、期
限
内
に
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。対
象
に
な
る
と
思
わ
れ
る
人
に
は
、

5
月
下
旬
に
現
況
届
・
申
請
書
を
郵
送
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
給
付
金
は
、平
成
27
年
5
月
31
日
時

点（
＝
基
準
日
）に
住
民
票
の
あ
る
市
町
村
か

ら
支
給
さ
れ
ま
す
の
で
、そ
れ
以
降
に
久
御

山
町
に
転
入
さ
れ
た
人
は
、転
入
前
の
市
町

村
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、公
務
員

は
、所
属
長
か
ら
交
付
さ
れ
る
書
類
を
添
え

て
基
準
日
に
住
民
票
の
あ
る
市
町
村
へ
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

　
【
支
給
対
象
者
】　

平
成
27
年
6
月
分
の
児

童
手
当
の
受
給
者（
児
童
手
当
の
特
例
給
付

の
受
給
者
は
対
象
外
）　

※
特
例
給
付
の
受

給
者
と
は
、平
成
26
年
の
所
得
が
児
童
手
当

の
所
得
制
限
限
度
額
以
上
で
あ
る
人（
児
童

1
人
あ
た
り
月
額
一
律
５
，０
０
０
円
が
支

給
さ
れ
る
人
）で
す
。

　
【
支
給
額
】　

対
象
児
童
1
人
３
，０
０
０

円
　
【
申
請
書
類
】　

申
請
書（
児
童
手
当
現
況

届
の
下
段
が
申
請
書
と
な
っ
て
い
ま
す
。）※

「
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
」対
象
者

で
、児
童
手
当
の
振
込
先
と
別
の
口
座
に
振

り
込
み
希
望
の
場
合
は
、振
込
先
金
融
機
関

の
預
金
通
帳
等
の
写
し

　
【
申
請
期
限
】　

平
成
27
年
12
月
1
日
㈫

　
【
給
付
金
の
受
取
】　

申
請
に
基
づ
く
審
査

の
後
、10
月
以
降
、指
定
の
口
座
に
振
り
込
み

ま
す
。（
10
月
以
降
申
請
分
は
受
付
後
１
～
2

か
月
後
に
な
り
ま
す
。）

�

児
童
手
当
及
び
子
育
て
世
帯�

臨
時
特
例
給
付
金
の
申
請
受
付

■
児
童
手
当
現
況
届
の
提
出

　

児
童
手
当
を
受
け
る
に
は
、年
1
回
現
況
届

の
提
出
が
必
要
で
す
。
こ
の
届
出
が
な
い
と

6
月
分
か
ら
の
手
当
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

対
象
者
に
は
届
出
書
を
送
付
し
ま
す
の

で
、6
月
30
日
㈫
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い（
郵
送
可
）。

　

2
月
分
か
ら
5
月
分
ま
で
の
児
童
手
当
の

振
込
は
、6
月
5
日
㈮
で
す
。
指
定
の
金
融

機
関
に
振
り
込
み
ま
す
の
で
、ご
確
認
く
だ

さ
い
。

　

現
況
届
に
必
要
な
書
類
等
／
受
給
者
の
健

康
保
険
証
、印
鑑
、本
年
1
月
2
日
以
降
に
転

入
し
た
場
合
は
1
月
1
日
居

住
地
の
市
町
村
民
税
課
税
証

明
書
。
そ
の
他
別
途
書
類
が

必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

�

問
合
せ
／
住
民
福
祉
課

■
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
の
申
請

　

昨
年
4
月
の
消
費
税
率
引
き
上
げ
に
よ
る

子
育
て
世
帯
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、今

年
度
も「
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
」を

��

申
請
・
問
合
せ
／
住
民
福
祉
課

「
臨
時
福
祉
給
付
金
」（
簡
素
な

給
付
金
）や「
子
育
て
世
帯
臨
時

特
例
給
付
金
」の〝
振
り
込
め
詐

欺
”や〝
個
人
情
報
の
詐
欺
”に
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　

町
や
厚
生
労
働
省
な
ど
を
か
た
っ
た
不

審
な
電
話
や
郵
便
が
あ
っ
た
と
き
は
、役
場

や
警
察
署（
ま
た
は
警
察
相
談
専
用
電
話
＃

9
1
1
0
）に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

高
校
生
給
付
型
奨
学
金

　

京
都
府
で
は
、次
の
①
～
④
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
町
民
税
非
課
税
世
帯
で
、高
等

学
校
な
ど
に
通
う
お
子
さ
ん
に
奨
学
金
を
支

給
し
ま
す
。
た
だ
し
、他
の
京
都
府
奨
学
金

制
度
と
併
せ
て
の
受
給
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

対
象
／
①
父
子
・
母
子
世
帯（
20
歳
以
上

の
お
子
さ
ん
が
い
な
い
家
庭
）②
児
童
世
帯

③
障
害
者
世
帯（
父
や
母
が
障
害
者
手
帳
3

級
以
上
な
ど
を
持
つ
世
帯
）④
長
期
療
養
者

世
帯（
父
や
母
が
6
か
月
以
上
入
院
等
し
て

い
る
世
帯
）　

申
込
・
問
合
せ
／
7
月
1
日

㈬
ま
で
に
、申
請
書
と
平
成
26
年
度
町
民
税

非
課
税
証
明
書（
7
月
1
日
に
申
込
の
際
は

平
成
27
年
度
町
民
税
非
課
税
証
明
書
）、振
込

口
座
を
確
認
で
き
る
も
の
、在
学
証
明
書
、印

鑑
を
持
参
の
う
え
、京
都
府
山
城
北
保
健
所

綴
喜
分
室（
☎
０
７
７
４（
６
３
）５
７
４
７
）

ま
た
は
住
民
福
祉
課
へ
。

上
下
水
道
料
金
の
減
免

■児童手当の所得制限限度額
（給与収入ベース）

区　分
（扶養親族等の数）

限度額目安
（給与収入ベース）

子1人（1人） 875.6 万円

夫婦子1人（2人） 917.8 万円

夫婦子2人（3人） 　960 万円

注意／基準日から支給決定され
るまでの間に亡くなられた児童
は対象になりません。

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

世
帯
に
対
し
、水
道
料
金
・
下

水
道
使
用
料
の
基
本
使
用
料
の

一
部
を
減
免
し
、負
担
の
軽
減

を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

対
象
／
①
市
町
村
民
税
が
非

課
税
で
65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら

し
世
帯
②
市
町
村
民
税
が
非
課

税
で
18
歳
未
満
の
児
童
を
養
育

す
る
母
子
世
帯
③
生
活
保
護
世

帯　

減
免
額
／
水
道
料
金
・
下

水
道
使
用
料
の
基
本
料
金
の
う

ち
、そ
れ
ぞ
れ
月
額
５
０
０
円

（
税
抜
き
）　

申
請
／
6
月
1
日

㈪
～
6
月
15
日
㈪
の
間
に
印
鑑

を
持
参
の
う
え
、上
下
水
道
課

で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。
現

在
、減
免
を
受
け
て
い
る
人
も

申
請
が
必
要
で
す
。
※
平
成
27

年
1
月
2
日
以
降
に
転
入
し
た

人
は
、前
住
所
地
の
平
成
27
年

度
市
町
村
民
税
非
課
税
証
明
書

（
世
帯
全
員
分
）が
必
要
で
す
。

※
減
免
申
請
は
随
時
受
け
付
け

て
い
ま
す
が
、申
請
日
に
よ
り

減
免
の
適
用
時
期
が
変
わ
り�

ま
す
。

�

　

問
合
せ
／
上
下
水
道
課

 ６月１日～７日は水道週間  水を大切に使いましょう !!
「カラカラで�蛇口に飛び込む�僕の口」（第57回水道週間スローガン）
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水
道（
配
水
）管
を
洗
管
し
ま
す

　

清
潔
な
水
を
ご
家
庭
等
へ
お
届
け
す
る
た

め
、水
道
週
間
に
合
わ
せ
て
町
内
全
域
で
水

道
管
の
洗
管
作
業
を
行
い
ま
す
。

　

洗
管
時
間
中
は
、水
圧
の
低
下
や
濁
り
水
が

出
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ

い
。
洗
管
作
業
中
に
水
を
使
用
さ
れ
る
場
合

は
、事
前
に
蓄
え
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。
受
水

槽
の
場
合
は
、残
量
に
注
意
し
、洗
管
時
間
中

に
給
水
し
な
い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

日
時
／
6
月
5
日
㈮　

午
後
10
時
～
翌
朝

5
時
ま
で
。
雨
天
で
も
行
い
ま
す

�

問
合
せ
／
上
下
水
道
課

下
水
道
工
事
は
指
定
業
者
で

　

ご
家
庭
や
事
業
所
で
、公
共
下
水
道
に
接

続
す
る
た
め
の
工
事
や
宅
地
内
の
排
水
設

備
工
事
は
、町
の
指
定
を
受
け
た「
下
水
道

排
水
設
備
指
定
工
事
業
者（
4
月
１
日
現
在

取
り
扱
い
を
誤
る
と
重
大
事
故
に
！

6
月
7
日
～
13
日�

危
険
物
安
全
週
間

　
「
危
険
物
」は
、日
々
の

生
活
の
中
で
幅
広
く
利
用

さ
れ
、私
た
ち
の
身
近
に

は
ガ
ソ
リ
ン
、灯
油
、軽
油
な
ど
の
燃
料
を

は
じ
め
、マ
ニ
キ
ュ
ア
、接
着
剤
、塗
料
等

が
あ
り
ま
す
。
取
り
扱
い
や
保
管
を
間
違

え
る
と
、重
大
な
事
故
や
火
災
に
つ
な
が

っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

6
月
7
日
～
13
日
は
、危
険
物
安
全
週

間
で
す
。
こ
の
機
会
に「
危
険
物
」に
つ
い

て
認
識
し
、安
全
な
貯
蔵
、取
扱
い
に
心
掛

１
１
５
業
者
）=

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲

載
」で
な
け
れ
ば
施
工
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　

契
約
の
際
に
は
、指
定
工
事
業
者
で
あ
る

か
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、町
内
の
ご
家
庭
を
業
者
が
訪
問
し
、

宅
内
の
排
水
設
備
の
点
検
や
清
掃
の
勧
誘
を

し
て
い
る
よ
う
で
す
が
、町
で
は
、こ
の
よ
う

な
点
検
作
業
を
業
者
に
委
託
し
て
い
ま
せ

ん
。
こ
れ
ら
業
者
は
、わ
ず
か
な
作
業
で
高

額
な
費
用
を
請
求
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

�

問
合
せ
／
上
下
水
道
課

�

住
宅
に
か
か
る

固
定
資
産
税
の
減
額

　

既
存
住
宅
で
バ
リ
ア
フ

リ
ー
改
修
工
事
ま
た
は
省

エ
ネ（
熱
損
失
防
止
）改
修

工
事
を
し
た
場
合
、次
の

け
危
険
物
事
故
を
無
く
し
ま
し
ょ
う
。

■
灯
油
ポ
リ
缶�

安
全
に
使
う
ポ
イ
ン
ト

・��

火
気
に
は
近
づ
け
な
い
…
引
火
防
止
の
た

め
、灯
油
ポ
リ
缶
を
火
気
か
ら
２
㍍
以
上

離
し
て
く
だ
さ
い
。

・��

灯
油
以
外
は
入
れ
な
い
…
灯
油
ポ
リ
缶
が
お

か
さ
れ
、変
形
し
、漏
れ
る
恐
れ
が
あ
る
の
で
、

ガ
ソ
リ
ン
は
絶
対
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

・��

密
栓
し
て
貯
蔵
…
左
右
の
栓
が
、し
っ
か

り
と
締
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
か

ら
し
ま
い
ま
し
ょ
う
。

・��

直
射
日
光
を
避
け
る
…
紫
外
線
の
影
響
を

受
け
る
状
態
で
の
保
管
は
、劣
化
が
早
く
進

要
件
に
該
当
す
る
と
、改
修
工
事
を
し
た
住

宅
に
か
か
る
翌
年
度
分
の
固
定
資
産
税
を
3

分
の
1
減
額
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工
事
の
要
件

　
【
住
宅
要
件
】　

平
成
19
年
1
月
1
日
以
前

に
建
て
た
住
宅
で
、次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
人
が
居
住
す
る
住
宅（
賃
貸
住
宅
を
除

く
）が
対
象
。

　

①
65
歳
以
上
の
人
②
要
介
護
認
定
ま
た
は

要
支
援
認
定
を
受
け
て
い
る
人
③
障
害
の
あ

る
人

　
【
工
事
の
要
件
】　

平
成
19
年
4
月
1
日

か
ら
平
成
28
年
3
月
31
日
ま
で
の
間
に
、次

の
い
ず
れ
か
の
改
修
工
事
を
行
い
、補
助
金

等
を
除
く
自
己
負
担
額
が
50
万
円
を
超
え

る
工
事
。

　

①
廊
下
の
拡
幅
②
階
段
の
勾
配
の
緩
和
③　

浴
室
の
改
良
④
便
所
の
改
良
⑤
手
す
り
の
取

り
付
け
⑥
床
の
段
差
の
解
消
⑦
引
き
戸
へ
の

み
ま
す
。
影
響
を
受
け
な
い
場
合
で
も

5
年
を
目
安
に
取
り
替
え
る
と
安
全
で

す
。
灯
油
缶
に
表
示
さ
れ
て
い
る
、「
製

造
年
月
日
」の
確
認
を
お
勧
め
し
ま
す
。

・��

積
み
重
ね
て
保
管
し
な
い
…
灯
油
ポ
リ
缶

が
変
形
し
破
損
す
る
な
ど
大
変
危
険
で
す
。

■「
型
式
試
験
確
認
済
証
」が
安
心
の
印

　

灯
油
ポ
リ
缶
に
は
、使
用
上
の
注
意
事

項
が
表
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
よ
く
読
ん
で

安
全
に
お
使
い
く
だ
さ
い
。　
　
　
　

�

問
合
せ
／
消
防
本
部

無
事
故
へ
と�

気
持
ち
集
中�

は
っ
け
よ
い

（
平
成
27
年
度
危
険
物
安
全
週
間
推
進
標
語
）

取
り
替
え
⑧
床
表
面
の
滑
り
止
め
化

省
エ
ネ（
熱
損
失
防
止
）改
修
工
事
の
要
件

　
【
住
宅
要
件
】　

平
成
20
年
1
月
1
日
以

前
に
建
て
た
住
宅（
賃
貸
住
宅
を
除
く
）が

対
象
。

　
【
工
事
の
要
件
】　

平
成
28
年
3
月
31
日
ま

で
の
間
に
、次
の
①
ま
た
は
①
の
窓
の
断
熱

改
修
と
併
せ
て
②
か
ら
④
ま
で
の
省
エ
ネ
改

修
工
事
を
行
い
、そ
の
費
用
が
50
万
円
を
超

え
る
工
事

　

①
窓
の
断
熱
改
修
工
事
②
床
の
断
熱
改
修

工
事
③
天
井
の
断
熱
改
修
工
事
④
壁
の
断
熱

改
修
工
事

■
申
告
に
必
要
な
書
類���������������������������������������������������������������

・��

改
修
工
事
箇
所
の
写
真（
改
修
前
・
改
修
後
）

及
び
図
面

・��

工
事
領
収
書
及
び
工
事
明
細
書（
内
容
及
び

費
用
が
確
認
で
き
る
も
の
）

・��

バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
で
補
助
金
な
ど
の
交

付
を
受
け
た
場
合
は
、交
付
決
定
を
確
認
で

き
る
書
類

・��

省
エ
ネ
改
修
の
場
合
は
、建
築
士
等
の
発
行

す
る
熱
損
失
防
止
改
修
工
事
証
明
書

■
減
額
の
期
間
と
範
囲����

　

改
修
工
事
完
了
の
翌
年
度
分
に
限
り
、改

修
工
事
を
し
た
住
宅
に
か
か
る
固
定
資
産
税

を
3
分
の
1
減
額
し
ま
す
。
た
だ
し
、1
戸

あ
た
り
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工
事
に
つ
い

て
は
１
０
０
平
方
㍍
、省
エ
ネ
改
修
工
事
に

つ
い
て
は
１
２
０
平
方
㍍
が
限
度
で
す
。

■
申
告
方
法　

　

改
修
後
3
か
月
以
内
に
、右
記
必
要
書
類

を
添
え
て
税
務
課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

�

問
合
せ
／
税
務
課
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労
働
保
険
料
の
申
告
納
付

　

平
成
27
年
度
の
労
働
保
険
料（
労
災
保
険
・

雇
用
保
険
）の
申
告
納
付
期
間
は
、6
月
1

日
～
7
月
10
日（
土
・
日
曜
日
除
く
）で
す
。

事
業
主
の
皆
さ
ん
、お
早
目
に
手
続
き
し
て

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、昨
年
度
と
同
様「
石
綿
健
康
被
害

救
済
法
」に
基
づ
く
一
般
拠
出
金
の
申
告
納

付
も
併
せ
て
行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

問
合
せ
／
京
都
労
働
局
総
務
部
労
働
保
険

徴
収
課
☎
０
７
５（
２
４
１
）３
２
１
３

外
国
人
住
民
の
皆
さ
ん
へ

　

現
在
、「
み
な
し
特
別
永
住
者
証
明
書
」ま

相
続
税
の
改
正

　

平
成
27
年
1
月
1
日
か
ら
相
続
税
の
遺
産

に
係
る
基
礎
控
除
額
が
次
の
と
お
り
引
き
下

げ
ら
れ
ま
し
た
。

【
改
正
前
】５
，０
０
０
万
円
＋
１
，０
０
０
万

円
×
法
定
相
続
人
の
数

【
改
正
後
】３
，０
０
０
万
円
＋
６
０
０
万
円

×
法
定
相
続
人
の
数

　

詳
し
く
は
、国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
相
続

税
・
贈
与
税
特
集
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

問
合
せ
／
宇
治
税
務
署
☎
０
７
７
４

（
４
４
）４
１
４
１

家
屋
評
価
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

家
屋
を
新
築
ま
た
は
増
築
を
さ
れ
る
と
、

家
屋
の
評
価
に
お
伺
い
し

ま
す
。

　

家
屋
の
評
価
と
は
、新

築
、増
築
さ
れ
た
居
宅
や

倉
庫
、工
場
な
ど
の
評
価

額
を
決
定
し
、来
年
度
か
ら
の
固
定
資
産

税
・
都
市
計
画
税
を
課
税
す
る
た
め
の
調

査
で
す
。

　

事
前
に
お
伺
い
す
る
日
時
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
の
で
、ご
理
解
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

�

問
合
せ
／
税
務
課

納
税
相
談　

病
気
、事
故
、廃
業
あ
る

い
は
失
業
な
ど
で
収
入
が

無
く
な
り
、税
金
を
納
期

内
に
納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な
人
や
、災
害

（
火
災
や
風
水
害
）で
被
害
を
受
け
ら
れ
た

人
、生
活
が
苦
し
く
公
私
の
扶
助
を
受
け
て

い
る
人
は
税
務
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

た
は「
み
な
し
在
留
カ
ー
ド
」（
旧
外
国
人
登

録
証
明
書
）を
持
っ
て
い
る
人
は
、有
効
期
間

の
満
了
日
が
迫
っ
て
い
ま
す
。

　

有
効
期
間
は
左
表
の
と
お
り
で
す
の
で
、

満
了
日
の
2
か
月
前
か
ら
満
了
日
ま
で
に
更

新
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

必
要
書
類
等
／
①
写
真　

16
歳
未
満
の
人

は
写
真
の
提
出
は
不
要
で
す
。
た
だ
し
、有

効
期
間
の
満
了
日
が「
16
歳
の
誕
生
日
」と
さ

れ
て
い
る
人
が
申
請
す
る
場
合
に
は
、写
真

が
必
要
に
な
り
ま
す
。
②
パ
ス
ポ
ー
ト　

現

在
有
効
な
パ
ス
ポ
ー
ト
を
持
っ
て
い
な
い
人

は
不
要
で
す
。
③
今
持
っ
て
い
る「
み
な
し

特
別
永
住
者
証
明
書
」ま
た
は「
み
な
し
在
留

カ
ー
ド
」　

問
合
せ
／
住
民
福
祉
課

【特別永住者の人】※役場窓口で手続き

区　　　分 有効期間

16歳未満の人 16歳の誕生日まで

16歳以上でみなし特別永住者証明書
に書かれている「次回確認（切替）申請
期間」の開始日が平成27年7月8日ま
でに到来する人

平成27年7月8日まで

16歳以上でみなし特別永住者証明書
に書かれている「次回確認（切替）申請
期間」の開始日が平成27年7月8日
より後に到来する人

みなし特別永住者証明書に
書かれている「次回確認（切
替）申請期間」の開始日まで

【中長期在留者の人】※入国管理局で手続き

区　　　分 有効期間

永住者
16歳未満の人

平成27年7月8日 いずれか
早い日まで16歳の誕生日

16歳以上の人 平成27年7月8日まで

特定活動
※特定研究活動
等 に よ り「5年 」
ま た は「4年」の
在留期間を付与
されている人

16歳未満の人
在留期間の満了日

いずれか
早い日まで平成27年7月8日

16歳の誕生日

16歳以上の人
在留期間の満了日 いずれか

早い日まで平成27年7月8日
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�

引
っ
越
し
の
際
は
、�

住
民
票
の
異
動
も
忘
れ
ず
に
！

　

住
民
票
の
異
動
の
届
出

は
、国
民
健
康
保
険
や
国

民
年
金
、選
挙
人
名
簿
へ

の
登
録
な
ど
に
つ
な
が
る

大
切
な
手
続
き
で
す
。

　

今
年
10
月
以
降
、社
会
保
障
や
税
、災
害
対

策
の
手
続
き
の
際
に
必
要
と
な
る「
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
」が
住
民
票
の
住
所
に
通
知
さ
れ
ま

す
。
こ
の
た
め
、住
民
票
の
住
所
を
正
確
に

登
録
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

入
学
・
就
職
・
転
勤
な
ど
で
住
所
を
変
更

し
た
人
は
、住
民
票
の
異
動
の
届
出
を
忘
れ

ず
に
市
区
町
村
の
窓
口
で
し
て
く
だ
さ
い
。

■
他
の
市
区
町
村
に
転
出
・
転
入
す
る
場
合

【
引
越
前
の
市
区
町
村
の
窓
口
】

　

転
出
届
を
提
出
し
、転
出
証
明
書
を
受
け
取
る

【
引
越
先
の
市
区
町
村
の
窓
口
】

　

転
入
し
た
日
か
ら
14
日
以
内
に
、転
出
証

明
書
を
添
え
て
転
入
届
を
提
出

■
同
一
市
区
町
村
内
で
転
居
す
る
場
合

【
お
住
ま
い
の
市
区
町
村
の
窓
口
】

　

転
居
し
た
日
か
ら
14
日
以
内
に
転
居
届
を
提
出

�

問
合
せ
／
住
民
福
祉
課

は
か
り
の
定
期
検
査

　

取
引
や
証
明
に
使
用
さ
れ
る
特
定
計
量
器

は
、計
量
法
第
19
条
の
規
定
に
よ
り
、構
造
・

性
能
等
に
つ
い
て「
検
定
」を
行
い
、正
確
性

を
担
保（
検
定
証
印
を
貼
付
）し
て
い
ま
す
。

　

検
定
合
格
後
の
使
用
に
よ
り
性
能
等
が
劣

化
す
る
た
め
、質
量
計（
非
自
動
は
か
り
、分

銅
、お
も
り
）に
つ
い
て
は
、２
年
ご
と
に
定

期
検
査
を
受
け
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

今
年
度
、本
町
が
そ
の
検
査
区
域
に
該
当

し
て
い
ま
す
。
検
査
を
受
け
て
い
な
い
は
か

り
は
、業
務
用
に
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
の
で

必
ず
検
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

検
査
は
、８
月
～
10
月
に
予
定
し
て
お
り
、

詳
細
は
改
め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

問
合
せ
／
一
般
社
団
法
人
京
都
府
計
量
協

会
☎
０
７
５（
４
１
５
）３
１
６
６

感
想
文
を
提
出　

申
込
・
問
合
せ
／
6
月
10

日
㈬
ま
で
に
町
内
の
小
中
学
校
及
び
社
会
教

育
課
備
え
付
け
の
申
込
書
に
参
加
動
機
を
記

入
の
う
え
、町
立
の
小
中
学
校
児
童
生
徒
は
、

各
学
校
へ
。
京
都
市
立
明
親
小
学
校
・
美

豆
小
学
校
・
大
淀
中
学
校
及
び
私
立
学
校

の
児
童
生
徒
は
社
会
教
育
課
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

青
少
協
の
宿
泊
体
験
活
動

　

町
青
少
年
健
全
育
成
協

議
会
で
は
、自
然
や
人
と

の
ふ
れ
あ
い
を
通
し
て
、

心
豊
か
な
子
ど
も
を
育
成

す
る
た
め
、宿
泊
体
験
活

動
を
行
い
ま
す
。

　

日
程
／
8
月
4
日
㈫
～
5
日
㈬�

1
泊
2

日　

場
所
／
国
立
若
狭
湾
青
少
年
自
然
の

家(

福
井
県
小
浜
市
）　

対
象
／
町
内
在
住
の

小
学
4
年
生
～
中
学
3
年
生　

定
員
／
50
人

（
定
員
を
超
え
た
と
き
は
抽
選
）　

内
容
／
海

水
浴
、カ
ッ
タ
ー
、ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど　

費
用

／
３
，０
０
０
円　

申
込
・
問
合
せ
／
6
月

1
日
㈪
～
8
日
㈪
に
社
会
教
育
課
へ
。
電
話

可
。
※
友
人
の
代
理
申
込
不
可

お
も
ち
ゃ
病
院（
お
も
ち
ゃ
の
修
理
）

　

町
社
会
福
祉
協
議
会
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ「
お
も
ち
ゃ
病
院
」で
は
、子
ど
も
の
お

も
ち
ゃ
の
修
理
を
行
い
ま
す
。

　

日
時
／
6
月
13
日
㈯　

午
前
10
時
～
正
午（
修

理
受
付
は
午
前
11
時
ま

で
）　

場
所
／
ふ
れ
あ

い
交
流
館
ゆ
う
ホ
ー
ル　

催
し
・
募
集

平
和
の
た
め
の
広
島
派
遣

　

町
で
は
、戦
争
の
悲

惨
さ
と
核
兵
器
の
恐
ろ

し
さ
、生
き
る
こ
と
の

大
切
さ
と
平
和
の
尊
さ

を
学
ぶ
た
め
、小
・
中

学
生
の
広
島
派
遣
を
実

施
し
ま
す
。

　

日
程
／
7
月
23
日
㈭
～
24
日
㈮　

１
泊
2

日　

行
き
先
／
広
島
市
・
呉
市（
平
和
記
念

公
園
、大
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
な
ど
）　

対
象

／
町
内
在
住
の
小
学
6
年
生
、中
学
1
年
生
。

昨
年
参
加
し
た
人
は
申
込
で
き
ま
せ
ん　

定

員
／
40
人
。
定
員
超
過
の
場
合
は
、抽
選
で

決
定　

参
加
費
／
２
，０
０
０
円
。
事
前
研

修
会
で
徴
収　

そ
の
他
／
①
参
加
決
定
者

は
、事
前
研
修
を
受
講
の
う
え
、派
遣
当
日
ま

で
に
糸
を
通
し
た
折
鶴
50
羽
を
作
成　

②
参

加
者
は
、研
修
後
に「
70
年
前
の
現
実
を
見
て

ど
の
よ
う
に
思
っ
た
か
、現
在
平
和
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
考
え
る
の
か
」の
テ
ー
マ
で

修
理
費
／
無
料(

部
品
交
換
が
必
要
な
場
合

は
要
実
費
）　

申
込
／
予
約
不
要
。
当
日
修

理
会
場
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い　

そ
の
他
／
や

む
を
得
ず
修
理
が
出
来
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。
使
わ
な
く
な
っ
た
動
く
お
も
ち
ゃ
を
再

利
用
し
ま
す
の
で
寄
附
を
受
け
付
け
て
い
ま

す　

問
合
せ
／
同
協
議
会

身
体
障
害
者
料
理
教
室

　

町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、身
体
に
障

害
の
あ
る
人
を
対
象
に
料
理
教
室
を
開
き

ま
す
。

　

日
時
／
6
月
22
日
㈪　

午
前
10
時
30

分
か
ら　

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー
2
階
調

理
実
習
室　

定
員
／
15
人　

講
師
／
久
味

の
会
の
皆
さ
ん　

費
用
／
材
料
費
と
し
て

８
０
０
円　

申
込
・
問
合
せ
／
6
月
15
日

㈪
ま
で
に
同
協
議
会
へ
。
※
送
迎
希
望
者

は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

毎週月曜日 PM5:30 ～ 8:00
久御山町中央公民館

★３歳～中学・高校生　★水彩・油絵・工作
全日本・こども二科　毎年最高賞受賞

無料体験は 090‐7347‐3507 まで

生徒募集
パレット
こども絵画サークル

楽しみながら想像力と感性を！
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加
で
き
る
人　

内
容
／

右
表　

受
講
料
／
無
料　

定
員
／
20
人（
先
着
）　

申
込
／
6
月
25
日
㈭
ま

で
に
町
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
。
☎
０
７
５（
６
３
３
）５
５
０
０

献　

血

　

献
血
は
、16
歳
～
69
歳
ま
で
幅
広
い
層
に

わ
た
っ
て
で
き
る
、身
近
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

す
。本
人
確
認
が
で
き
る
も
の（
運
転
免
許
証
、

健
康
保
険
証
な
ど
）を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、海
外
旅
行
か
ら
帰
国
後
4
週
間
を

経
過
し
な
い
な
ど
、献
血
で
き
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。　

　

皆
さ
ん
の
積
極
的
な
ご
協
力
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

　

日
時
／
6
月
10
日
㈬�

午
前
10
時
～
正
午
、

午
後
1
時
～
4
時　

場
所
／
イ
オ
ン
久
御
山

店
１
階�

憩
い
の
広
場　

そ
の
他
／
16
～
17

歳
は
２
０
０
ml
の
み
可
能
、65
歳
以
上
の
献

ス
キ
ッ
プ
広
場

　

保
育
所
の
遊
戯
室
や

園
庭
に
親
子
が
気
軽
に

集
ま
っ
て
、一
緒
に
遊
び

な
が
ら
子
育
て
の
情
報

交
換
や
交
流
を
し
ま
す
。

校
区
に
関
係
な
く
、ど
の

保
育
所
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
申
込
は
い
り

ま
せ
ん
。

　

日
時
／
6
月
9
日
㈫　

午
前
10
時
～
11
時

30
分　

場
所
／
御
牧
・
佐
山
・
宮
ノ
後
保
育

所　

内
容
／
園
庭
開
放　

対
象
／
町
内
在
住

の
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者　

持
ち
物
／
着
替

え
、水
筒　

問
合
せ
／
各
保
育
所

こ
こ
ろ
の
サ
ロ
ン

　

町
で
は
、家
に
ひ
き

こ
も
り
が
ち
で
心
の

健
康
に
不
安
の
あ
る

人
を
対
象
に
、仲
間
と

交
流
し
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と
過
ご
し
て
い
た

だ
く
サ
ロ
ン
を
毎
月
開
い
て
い
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

日
時
と
内
容
／
6
月
5
日
㈮　

午
前
11
時

～
午
後
2
時=

料
理
作
り
、6
月
19
日
㈮　

正

午
～
午
後
3
時=

カ
ラ
オ
ケ
や
ゲ
ー
ム　

場

所
／
中
央
公
民
館　

問
合
せ
／
住
民
福
祉
課

介
護
セ
ミ
ナ
ー�

　

町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、正
し

い
介
護
知
識
を
身
に
着
け
て
い
た
だ
く
た

め
、「
介
護
セ
ミ
ナ
ー
」を
開
き
ま
す
。

　

日
時
／
7
月
2
日
㈭
、17
日
㈮　

午
前
9

時
30
分
～
午
後
4
時
30
分　

場
所
／
中
央
公

民
館　

対
象
／
60
歳
以
上
で
2
日
間
と
も
参

血
は
、60
～
64
歳
の
間
に
献
血
経
験
の
あ
る

人
に
限
ら
れ
ま
す　

問
合
せ
／
長
寿
健
康
課

ま
た
は
京
都
府
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
☎

０
７
５（
５
３
１
）０
１
１
１

城
南
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
講
座

　

対
象
／
府
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
人　

申

込
／
受
付
開
始
日
以
降
に
受
講
料
を
持
参
の

上
、城
南
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
へ（
電
話
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
・
郵
送
不
可
）　

問
合
せ
／
同
セ
ン

タ
ー
（
宇
治
市
伊
勢
田
町
新
中
ノ
荒
21
‐
8
）　

☎
０
７
７
４（
４
６
）０
６
８
８
、０
７
８
０

約
5
㌔　

費
用
／
交
通

費
７
４
０
円
。
会
員
の

菖
蒲
園
入
場
料
は
会
で

負
担　

持
ち
物
／
弁

当
、飲
み
物
、タ
オ
ル
、帽
子
、敷
物
、ゴ
ミ
袋

な
ど　

申
込
・
問
合
せ
／
歩
こ
う
会
の
安
西

修
二
さ
ん
。
☎
０
７
７
４（
４
３
）６
０
３
２

総
合
体
育
大
会
の
参
加
者
募
集

　

町
体
育
協
会
で
は
、町
総
合
体
育
大
会
の

参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

問
合
せ
／
体
育
協
会
事
務
局(

総
合
体
育

館
内
）。

■
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　

日
時
／
6
月
14
㈰　

午
前
9
時
か
ら　

場

所
／
中
央
公
園
野
球
場　

対
象
／
町
内
在
住

ま
た
は
在
勤
、在
学
者
及
び
連
盟
登
録
チ
ー

ム　

試
合
方
法
／
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦　

参

加
費
／
1
チ
ー
ム

１
，０
０
０
円（
当

日
徴
収
）�　

申
込

／
6
月
5
㈮
ま
で

に
体
育
協
会
事
務
局
へ
。
電
話
不
可

■
家
庭
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　

日
時
／
6
月
14
日
㈰�

午
前
9
時
か
ら　

場

所
／
総
合
体
育
館　

対
象
／
連
盟
登
録
チ

ー
ム　

試
合
方
法
／
ク
ラ
ス
別
グ
ル
ー
プ

戦
及
び
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦　

参
加
費
／
２
，

０
０
０
円（
登
録
料
１
，０
０
０
円
を
含
む
）�　

申
込
／
6
月
7
日
㈰
ま
で
に
体
育
協
会
事
務

局
へ

■
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

　

日
時
／
7
月
5
日
㈰�

午
前
9
時
30
分
か

ら　

場
所
／
キ
ョ
ー
イ
チ
ボ
ウ
ル
宇
治（
宇

治
市
小
倉
）　

対
象
／
①
親
子
の
部=

町
内

城
北
公
園
ウ
ォ
ー
ク �

歩
こ
う
会�

　

菖あ
や
め蒲

の
花
を
楽
し
む
ウ
ォ
ー
ク
で
す
。

　

日
時
／
6
月
6
日
㈯　

小
雨
決
行　

午
前

9
時
京
阪
淀
駅
集
合
、午
後
2
時
30
分
千
林

駅
解
散　

行
先
／
城
北
公
園（
大
阪
市
旭
区
）　

■日程・内容

月日（曜） 時間 内容

7月2日㈭

午前9時30分〜
午後0時30分

人間の尊厳　〜接遇（介護
版）、コミュニケーション〜

午後1時30分〜
4時30分

認知症　①認知症のサイン
②心の準備③3対応④相談 
⑤家族への支援

7月17日㈮

午前9時30分〜
午後0時30分

危険予知について考えよう 
（転倒・誤嚥・感染など）

午後1時30分〜
4時30分

実技（衣服脱着・体位変換・
嚥下）

■城南地域職業訓練センター講座

講座名 受付
開始日

期間
（曜日） 開講時間 回数 募集

定員 受講料等

は じ め て の イ ン
ターネット入門

6 月 6 日
（土）〜

7/6 〜 7/13
（月・水・金）

9:30 〜
15:30 4 20 10,000 円

（別途要教材費）

はじめてのワード
（入門）

6 月 16 日
（火）〜

7/17 〜 7/31
（月・水・金）

9:30 〜
15:30 6 20 15,000 円

一 か ら の Word 
2013（応用編）

6 月 25 日
（木）〜

7/25 〜 9/5
（水・土）

18:30 〜
21:00 8 20 15,000 円

（別途要教材費）

ドクターズ・オフィ
ス・ワーク総合講座

（日曜コース）

6 月 26 日
（金）〜

7/26 〜 9/20
（日）

10:00 〜
12:30 8 25 15,000 円

（教材費 18,600）
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nformation

在
住
ま
た
は
在
勤
者
と

そ
の
子
ど
も（
小
学
生
）

②
総
体
の
部=

町
内
在

住
ま
た
は
在
勤
で
18
歳

以
上
の
人（
大
学
生
不

可
）③
一
般
の
部=

町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
、

在
学
者（
中
学
生
以
上
）�

※
総
体
の
部
は
府

民
総
体
の
選
手
選
考
を
兼
ね
て
い
ま
す　

定

員
／
①
20
組
②
42
人
③
60
人
。
先
着
順　

費

用
／
各
種
目
と
も
１
，０
０
０
円（
小
学
生
は

無
料
）。
な
お
、貸
し
靴
代
は
自
己
負
担　

申

込
／
6
月
14
日
㈰
ま
で
に
体
育
協
会
事
務
局

へ
。
電
話
不
可

■
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

　

日
時
／
7
月
5
日
㈰　

午
前
9
時
か

ら　

場
所
／
中
央
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト　

種

目
／
男
子
ダ
ブ
ル
ス
、女
子
ダ
ブ
ル
ス　

参

加
費
／
中
学
生
１
ペ
ア
８
０
０
円
、一
般
1

ペ
ア
１
２
０
０
円　

申
込
／
6
月
28
日
㈰

ま
で
に
連
盟
会
長
の
内
海
さ
ん
☎
０
９
０

（
３
２
８
８
）８
８
４
３
ま
た
は
体
育
協
会
事

務
局
へ
。
※
男
女
と
も
20
ペ
ア
に
達
し
次
第

エ
ン
ト
リ
ー
締
切
の
場
合
あ
り
。

保
育
所
の
夏
季
ア
ル
バ
イ
ト

　

町
で
は
、保
育
所
の
夏
季
ア
ル
バ
イ
ト
を

募
集
し
ま
す
。

　

期
間
／
7
月
1
日
㈬
～
9
月
30
日
㈬　

対

象
／
保
育
士
資
格
が
あ
る
18
歳
以
上
の
人　

賃

金
／
時
給
９
７
０
円　

勤
務
時
間
等
／
月
曜
～

金
曜
日�

午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時�

※
土
・

日
曜
日
、祝
日
は
休
み　

勤
務
場
所
／
御
牧
・

佐
山
・
宮
ノ
後
の
各
保
育
所　

募
集
人
員
／
各

保
育
所
3
人　

申
込
・
問
合
せ
／
履
歴
書(

市

販
）に
写
真
を
貼
付
の
う
え
、各
保
育
所
へ
。

�

急
募��

保
育
所
・
幼
稚
園
の
臨
時
職
員

　

町
で
は
、保
育
士
、幼
稚
園
教
諭
、調
理
補

助
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■�

雇
用
期
間
／
随
時
～
9
月
30
日(

雇
用
期

間
応
相
談
）

■
対
象
／
18
歳
以
上
の
人

ン
サ
ル
タ
ン
ト
）が
就
職
・
転
職
に
つ
い
て

の
疑
問
や
不
安
な
ど
、個
別
の
相
談
に
じ
っ

く
り
と
応
じ
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
。

　

日
時
／
6
月
25
日
㈭
、7
月
23
日
㈭
、8
月

27
日
㈭�

午
後
1
時
～
4
時　

相
談
時
間
は

1
人
50
分　

場
所
／
ま
ち
の
駅
ク
ロ
ス
ピ
ア

く
み
や
ま　

対
象
／
「
働
く
こ
と
」に
関
す

る
相
談
を
希
望
さ
れ
る
15
歳
～
39
歳
の
人
や

そ
の
保
護
者　

定
員
／
3
人（
先
着
順
）　

申

込
・
問
合
せ
／
前
日
ま
で
に
電
話
で
宇
治

（
京
都
南
）若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
☎

０
７
７
４（
２
８
）５
２
２
３
へ
。
受
付
時
間

は
午
前
10
時
～
午
後
7
時（
水
・
日
曜
日
、祝

日
、年
末
年
始
を
除
く
）

�

★

【
行
政
・
人
権
擁
護
相
談
】

　

行
政
相
談
は
、国
の
仕
事
に
つ
い
て
の
要

望
や
苦
情
の
相
談
、人
権
擁
護
相
談
は
、差
別

や
い
じ
め
な
ど
人
権
に
関
す
る
相
談

　

日
時
／
6
月
2
日
㈫ 

午
前
10
時
～
午

後
3
時　

場
所
／
役
場
１
階
相
談
室
１

【
弁
護
士
無
料
法
律
相
談
】(

町
社
会
福
祉
協
議
会
）

　

町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
者
を
対
象
と
し
た

弁
護
士
に
よ
る
無
料
相
談
。

　

日
時
／
6
月
18
日
㈭　

午
後
1
時
～
3
時

30
分　

相
談
時
間
は
１
人
25
分
程
度　

場
所

／
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー　

申
込
／
6
月
2
日

㈫
か
ら
同
協
議
会
へ
。
先
着
6
人

【
司
法
書
士
無
料
法
律
相
談
】（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

　

町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
者
を
対
象
と
し
た

金
銭
ト
ラ
ブ
ル
、相
続
、贈
与
、不
動
産
の
売

買
、登
記
、多
重
債
務
、成
年
後
見
な
ど
に
関

す
る
相
談
。

　

日
時
／
6
月
18
日
㈭　

午
後
1
時
～
3
時

30
分
。
相
談
時
間
は
１
人
25
分
程
度　

場
所

【
就
職
相
談
】

～
あ
な
た
の
就
職
活
動
を
応
援
！
～

　

就
職
に
関
す
る
専
門
家（
キ
ャ
リ
ア
・
コ

／
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー　

申
込
／
6
月
2
日

㈫
か
ら
同
協
議
会
へ
。
先
着
6
人

【
す
こ
や
か
養
育
相
談
】

　

保
育
所
で
は
、子
育
て
に
つ
い
て
の
色
々

な
相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

　

日
時
／
6
月
18
日
㈭�

午
後
1
時
～
4
時　

場
所
／
御
牧
・
佐
山
・
宮
ノ
後
保
育
所　

※

電
話
で
の
相
談
は
毎
週
木
曜
日
の
午
前
11
時

～
午
後
4
時
ま
で
お
受
け
し
ま
す
。

【
女
性
の
た
め
の
相
談
】

　

女
性
の
子
育
て
や
介
護
、家
庭
の
問
題
、仕

事
、対
人
関
係
な
ど
の
相
談

　

日
時
／
6
月
9
日
㈫
、23
日
㈫　

い
ず
れ

も
午
前
10
時
～
午
後
1
時　

※
面
接
・
電
話

相
談
と
も
前
日
ま
で
に
総
務
課
に
申
込
を
。

定
員
に
満
た
な
い
場
合
は
当
日
も
受
付

【
消
費
生
活
相
談
】

　

日
時
／
毎
週
水
曜
日　

午
前
10
時
～
午
後

4
時　

場
所
／
役
場
2
階
会
議
室
22

【
く
ら
し
と
し
ご
と
の
相
談
】

　

家
庭
の
事
情
や
失
業
等
で
困
っ
て
い
た
り
、　

生
活
を
立
て
直
し
た
い
け
れ
ど
、ど
う
し
た
ら

よ
い
か
分
か
ら
な
い
、そ
ん
な
悩
み
に
、相
談

支
援
員
が
解
決
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

　

日
時
／
6
月
5
日
㈮　

午
前
11
時
～
正

午
、午
後
1
時
～
3
時　

場
所
／
役
場
１
階

相
談
室　

問
合
せ
／
京
都
府
山
城
北
保
健
所

綴
喜
分
室
☎
０
７
７
４（
６
３
）５
７
４
７

【
心
配
ご
と
相
談
】（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

　

日
時
／
6
月
11
日
㈭
、25
日
㈭�

い
ず
れ
も
午

後
1
時
～
4
時　

場
所
／
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
ふ
れ
あ
い
テ
レ
ホ
ン
相
談
】（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

　

電
話
に
よ
る
色
々
な
悩
み
ご
と
の
相
談
。

専
用
電
話
／
０
７
５（
６
３
１
）３
４
２
１　

相
談
時
間
／
午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時

■職種・募集人員等

職種 免許・
資格 勤務時間等 賃　金

（時給） 勤務場所 募集
人員

申込・
問合せ

保育士 保育士
資格

月〜金曜日（土・
日・ 祝 日 休 み ）
午前 8 時 30 分〜
午後 7 時（曜日・
時間応相談）

970 円〜
1,060 円

御牧保育所、佐
山保育所、宮ノ
後保育所、御牧
保育所分園（御
牧幼稚園内）

各保育所
若干名

左記勤務場所
の保育所

幼稚園
教諭

幼稚園
教諭免許

午後 1 時 45 分〜
4 時 45 分 970 円 御牧幼稚園 1 人 御牧幼稚園

調理補助
（代替調

理員）
理師免許

午前 8 時 30 分〜
正午（週休 2 日制） 800 円 佐山保育所 1 人 佐山保育所

午前 8 時 30 分〜
午後 5 時 800 円 佐山保育所 1 人 佐山保育所
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生
以
上(

大
人
の
参
加
も
可
）　

内
容
／
漢
字

学
習
と
書
写
教
室
を
同
時
並
行
で
開
催　

定

員
／
20
人

�

こ
れ
か
ら
始
め
る
パ
ソ
コ
ン

�

（
ワ
ー
ド
編
Ⅰ
）　

　

日
時
／
6
月
10
日
㈬
、

12
日
㈮
、17
日
㈬
、19
日
㈮

の
４
回
コ
ー
ス　

午
後
1

時
30
分
～
3
時
30
分　

対

象
／
町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
で
18
歳
以
上
の

人　

内
容
／
初
心
者
向
け
の
ワ
ー
プ
ロ
教
室　

定
員
／
16
人　

費
用
／
３
，０
０
０
円(

テ
キ

ス
ト
代
別
途
必
要
）

童
謡
を
楽
し
む
会

　

日
時
／
6
月
10
日
㈬
、24
日
㈬　

午
前
10

時
～
11
時
30
分　

対
象
／
町
内
在
住
ま
た
は

在
勤
で
お
お
む
ね
50
歳
以
上
の
人　

内
容
／

ピ
ア
ノ
に
合
わ
せ
て
、童
謡
な
ど
を
楽
し
く

歌
い
ま
す　

定
員
／
60
人
。
申
込
不
要
。
当

日
、直
接
お
越
し
く
だ
さ
い　

費
用
／
資
料

代
の
み
必
要

漢
字
出
直
し
塾

　

日
時
／
6
月
12
日
㈮
、26
日
㈮　

午
前
10

時
～
11
時
30
分　

対
象
／
町
内
在
住
ま
た
は

在
勤
で
18
歳
以
上
の
人　

内
容
／
プ
リ
ン
ト

を
使
っ
た
自
習
形
式
で
、小
学
校
で
習
う
漢

字
か
ら
も
う
一
度
学
び
直
し
ま
す　

定
員
／

30
人
。
申
込
不
要
。
当
日
、直
接
お
越
し
く

だ
さ
い　

費
用
／
１
０
０
円

小
学
生（
親
子
）科
学
教
室

　

日
時
／
6
月
13
日
㈯�

午
前
9
時
30
分
～

【
申
込
と
費
用
】

　

各
教
室
の
参
加
申
込
は
、来
館
ま
た
は
電

話
の
う
え
、参
加
者
本
人
か
そ
の
保
護
者
な

ど
が
行
っ
て
く
だ
さ
い
。定
員
に
な
り
次
第
、

締
め
切
り
ま
す
。

　

費
用
は
６
月
７
日
㈰
ま
で
に
ゆ
う
ホ
ー
ル

窓
口（
午
前
９
時
～
午
後
９
時
）へ
お
支
払
い

く
だ
さ
い
。
費
用
の
記
載
が
な
い
教
室
は
無

料
で
す
。

�

漢
字
の
達
人
教
室
・

え
ん
ぴ
つ
書
き
方
道
場

　

日
時
／
6
月
7
日
㈰��

午
前
9
時
30
分
～

10
時
30
分　

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
２
年

【
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
に
関
す
る
相
談
】

（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

　

認
知
症
や
も
の
忘
れ
の
あ
る
人
、知
的
や

精
神
障
害
の
あ
る
人
で
、日
常
的
な
金
銭
管

理
や
通
帳
の
管
理
が
不
安
な（
で
き
な
い
）人

に
対
し
て
、自
立
し
た
生
活
を
支
援
す
る
相

談
で
す
。
電
話
相
談
も
お

受
け
し
ま
す
。

　

日
時
／
6
月
11
日
㈭　

午�

後
1
時
～
4
時　

場
所
／
地

域
福
祉
セ
ン
タ
ー

11
時　

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
生
と
そ
の

保
護
者
。
※
1
～
3
年
生
は
保
護
者
同
伴　

内
容
／
シ
ン
グ
ル
レ
ン
ズ
顕
微
鏡
を
使
っ
て

ミ
ク
ロ
の
世
界
を
観
察　

定
員
／
10
組

は
じ
め
て
の
日
曜
大
工

　

日
時
／
6
月
14
日

㈰�

①
午
前
9
時
～
正

午�

②
午
後
2
時
～
5

時　

21
日
㈰�

③
午
前

9
時
～
正
午�

④
午
後
2
時
～
5
時�

※
①
～

④
の
い
ず
れ
か
か
ら
選
ん
で
く
だ
さ
い　

対

象
／
町
内
在
住
の
小
学
生
以
上(

小
学
生
・

親
子
・
大
人
だ
け
の
参
加
可
）　

内
容
／
色

ん
な「
の
こ
ぎ
り
」を
使
い
ま
す　

定
員
／
各

8
人　

費
用
／
１
０
０
円

大
人
ビ
デ
オ
鑑
賞
教
室

　

日
時
／
6
月
17
日
㈬　

午
後
1
時
30
分
～

3
時　

対
象
／
町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
で
18

歳
以
上
の
人　

内
容
／
世
界
遺
産「
教
会
建

築
」と
偉
人
た
ち
の
夢「
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
」を

鑑
賞　

定
員
／
25
人
。
申
込
不
要
。
当
日
、

直
接
お
越
し
く
だ
さ
い

脳
若
返
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

日
時
／
6
月
18
日
㈭　

午
前
10
時
～
11

時
30
分　

対
象
／
町
内
在
住
の
お
お
む
ね

50
歳
以
上
の
人　

内
容
／
楽
し
い
学
習
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
脳
の
若
返
り
を　

定
員
／
30

人
。
申
込
不
要
。
当
日
、直
接
お
越
し
く
だ

さ
い週

末
の
星
空
観
察
会

　

日
時
／
6
月
20
日
㈯��
午
後
8
時
～
9
時

=

月
と
惑
星
を
観
察
、27
日
㈯�

午
後
8
時
～

9
時=

惑
星
と
春
夏
の
星
座
を
観
察
。
受
付

け
は
終
了
時
間
の
30
分
前
ま
で
。
雨
天
・
曇

天
の
場
合
は
中
止　

対
象
／
星
空
に
興
味
の

あ
る
人
。
※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

小
・
中
学
生
の
た
め
の
囲
碁
教
室

　

日
時
／
6
月
27
日
㈯　

午

前
9
時
30
分
～
11
時
30
分　

対
象
／
町
内
在
住
の
小
・
中

学
生
と
保
護
者　

内
容
／
囲
碁
を
基
礎
か
ら

楽
し
く
学
び
ま
す　

定
員
／
20
人

う
わ
の
高
原
フ
ァ
ミ
リ
ー
キ
ャ
ン
プ

　

日
時
／
8
月
1
日
㈯
～
2
日
㈰　

対
象
／

町
内
在
住
の
小
学
生
と
そ
の
保
護
者(

幼
児

の
参
加
不
可
）　

内
容
／
兵
庫
県
立
兎
和
野

高
原
野
外
教
育
セ
ン
タ
ー
で
1
泊
2
日
の
キ

ャ
ン
プ
。
詳
細
は「
ゆ

う
ゆ
う
だ
よ
り
6
月

号
」を
ご
覧
く
だ
さ
い　

定
員
／
40
人　

費
用
／

小
学
生
３
，５
０
０
円
、

大
人
４
，０
０
０
円

�

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
使
用
講
習
会�

＆
相
談
日

　

日
時
／
6
月
7
日
㈰
・
21
日
㈰�

午
前
10

時
～
10
時
40
分
、6
月
15
日
㈪
・
25
日
㈭�

町
の
施
設

ふ
れ
あ
い
交
流
館

ゆ
う
ホ
ー
ル

　

申
込
は
6
月
２
日
㈫�

午
前
９
時
か
ら

【
休
館
日
】
毎
週
月
曜
日

総
合
体
育
館

　

申
込
は
6
月
2
日
㈫　

午
前
9
時
か
ら

【
休
館
日
】毎
週
水
曜
日



nformation
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午
後
７
時
～
７
時
40
分　

※
い
ず
れ
か
一
日
選
ん

で
く
だ
さ
い　

対
象
／

12
歳
以
上
の
人（
小
学
生

を
除
く
）　

内
容
／
体
育
館
の
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
機
器
の
使
用
方
法
な
ど
を
学
び
、機
器
を

利
用
す
る
た
め
に
必
要
な
講
習
会
で
す
。
ま

た
、ト
レ
ー
ニ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
を
ア

ド
バ
イ
ス
し
ま
す　

定
員
／
各
先
着
15
人　

費
用
／
５
０
０
円（
講
習
会
受
講
済
で
相
談

だ
け
の
場
合
は
、ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
使

用
料
が
必
要
）　

そ
の
他
／
顔
写
真（
2.5�

cm

×
２
cm
）1
枚
必
要

体
育
館
開
放
ス
ポ
ー
ツ
デ
ー

　

日
時
／
①
6
月
13
日
㈯
、②
27
日
㈯�

午
前

9
時
～
正
午　

対
象
／
町
内
在
住
ま
た
は
在

勤
・
在
学
の
人　

種
目
／
①
小
学
生
用
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、バ
ド

ミ
ン
ト
ン
、ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、卓
球
、

輪
投
げ
な
ど
②
小
学
生
用
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
、バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
、バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
な
ど　

内
容

／
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
を
無
料
開
放
。
申
込
不

要
。
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い

夏
季
ヨ
ガ
・
ス
ト
レ
ッ
チ
教
室

　

日
時
／
7
月
10
日
～
9
月
18
日（
8
月

14
日
を
除
く
）の
毎
週
金
曜
日（
10
回
コ
ー

ス
）１
部
：
午
前
10
時
～
11
時
、2
部
：
午

前
11
時
15
分
～
午
後
0

時
15
分　

対
象
／
15
歳

以
上
の
人(

中
学
生
を
除

く
）　

講
師
／
木
場
敦
子

さ
ん　

定
員
／
各
先
着
35
人　

費
用
／
各

３
，５
０
０
円

親
子
フ
ラ
ダ
ン
ス
教
室

　

日
時
／
７
月
18
日
～
8
月
22
日（
8
月
15

日
を
除
く
）の
毎
週
土
曜
日（
5
回
コ
ー
ス
）

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分　

対
象
／
町
内

在
住
ま
た
は
在
学
の
年
長
～
小
学
3
年
生
の

子
ど
も
と
保
護
者　

講
師
／
黒
川
ま
さ
み
さ

ん　

定
員
／
先
着
15
組　

費
用
／
５
０
０
円

夏
季
フ
ラ
ダ
ン
ス
教
室

　

日
時
／
７
月
21

日
～
9
月
15
日（
7

月
28
日
を
除
く
）の

毎
週
火
曜
日（
8
回

コ
ー
ス
）午
前
10
時

～
11
時
30
分　

対

象
／
15
歳
以
上
の

人（
中
学
生
を
除

く
）　

講
師
／
黒
川
ま
さ
み
さ
ん　

定
員
／

先
着
30
人　

費
用
／
２
，８
０
０
円

の
ふ
た
と
小
さ
な
布
で
、布
花
の
マ
グ
ネ
ッ

ト
を
作
り
ま
す　

講
師
／
長
谷
川
寿
美
さ
ん　

定
員
／
15
人　

費
用
／
３
０
０
円　

持
ち
物

／
針
仕
事
に
メ
ガ
ネ
が
必
要
な
人
は
ご
持
参

く
だ
さ
い

染
め
物
教
室

　

日
時
／
6
月
25
日
㈭　

午
後
1
時
30
分
～

4
時
30
分　

対
象
／
町
内
在
住
ま
た
は
在
勤

で
18
歳
以
上
の
人　

内
容
／
テ
ー
ブ
ル
セ
ン

タ
ー
を
作
り
ま
す　

講
師
／
一
寺
芙
紗
子
さ

ん　

定
員
／
15
人　

費
用
／
１
，０
０
０
円　

締
切
り
／
6
月
16
日
㈫　

持
ち
物
／
ゴ
ム
手

袋
、エ
プ
ロ
ン
、裁
縫
道
具
、筆
記
用
具

ア
イ
デ
ア
工
作
教
室

　

日
時
／
6
月
29
日
㈪　

午
後
1
時
30
分
～

4
時
30
分　

対
象
／
町
内
在
住
ま
た
は
在
勤

で
18
歳
以
上
の
人　

内
容
／
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

日
曜
開
館

　

日
時
／
6
月
14
日
㈰　

午
前
8
時
30
分
～

午
後
5
時（
プ
レ
イ
ル
ー
ム
利
用
は
午
前
9

時
～
午
後
4
時
）

６
月
の
誕
生
会

　

6
月
生
ま
れ
の
お
友
だ
ち

の
誕
生
会
を
し
ま
す
。
み
ん
な

で
お
祝
い
し
ま
し
ょ
う
。
写
真

入
り
誕
生
カ
ー
ド
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
ま
す
。
6
月
25
日
㈭
ま

で
に
来
館
の
う
え
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

　

日
時
／
6
月
27
日
㈯　

午
前
11
時
30
分

か
ら

地
域
で
遊
ぼ
う「
つ
ど
い
の
ひ
ろ
ば
」

　

今
月
は
栄
３･

４
丁
目
集
会
所
を
お
借
り

し
て
開
催
し
ま
す
。

　

日
時
／
6
月
5
日
㈮
、19
日
㈮　

午
前
９

時
30
分
～
11
時
30
分

親
子
ひ
ろ
ば

　

日
時
／
6
月
12
日

㈮
、26
日
㈮�
午
前
9

時
30
分
～
11
時
30
分　

場
所
／
地
域
福
祉
セ

ン
タ
ー
2
階
視
聴
覚

室

七
夕
ま
つ
り

　

昼
食
を
挟
ん
で
健

康
体
操
や
歌
、ス
テ
ー

ジ
発
表
な
ど
。
親
睦

を
深
め
ま
し
ょ
う
。

　

日
時
／
7
月
14
日

㈫　

午
前
10
時
30
分
～
午
後
3
時　

場
所
／

荒
見
苑　

対
象
／
町
内
在
住
の
60
歳
以
上
の

人　

定
員
／
90
人（
先
着
順
）　

費
用
／
２
，

０
０
０
円

中
央
公
民
館

　

申
込
は
６
月
２
日
㈫　

午
前
９
時
か
ら

申
込
人
数
の
少
な
い
教
室
は
、
開
催
を
中

止
ま
た
は
延
期
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

【
休
館
日
】
毎
週
水
曜
日

【
休
館
日
】��

毎
週
日
曜
日
（
第
２
日
曜
日�

を
除
く
）、
月
曜
日
、
祝
日

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

あ
い
あ
い
ホ
ー
ル

　

申
込
は
６
月
３
日
㈬
～
30
日
㈫
に

参
加
者
本
人
が
同
苑
へ
。
電
話
可

【
休
苑
日
】
毎
週
日
曜
日
、
祝
日
、

　
　
　
　

 

土
曜
日
の
午
後

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

荒
見
苑
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平成27年4月15日から5月14日までの受付分（敬称略）

地
区
名
　  

夫
の
氏
名
・
妻
の
氏
名

島
　
田	

内
垣
　
孝
浩
・
内
垣
　
　
歩

市
　
田	

加
藤
　
英
次
・
加
藤
　
美
紀 す

ま
い
ざ
ご
う
と
で
め
お

す
ま
い
ざ
ご
う
と
で
め
お

生
誕
お ご

結
婚

地
区
名 

出
生
児 

父
・
母

藤
和
田	

池
邉
　
璃り
の
あ叶	

誠
二
・
み
さ
き

	

林	

谷
川
　
シ
ョ
マ

	
KOHUT	TIBOR

・
優
美

	

〃	

野
田
　
紗さ

ほ帆	

貴
文
・
き
ふ
み

	

〃	

藤
井
　
豪ご
う
き貴	

貴
大
・
ま
ど
か

	

〃	

𠮷
川
　
飛ひ
な
つ夏	

神
矢
・
古
都
美

下
津
屋	

辰
村
　
悠ゆ
う
せ
い成	

直
紀
・
昭
乃

親子ふれあい体操教室が5月9
日、総合体育館で5組12人の親子
が参加して行われました。
大きなバルーンの上でジャンプし
たり、フープを転がしたり、「どんジ
ャン」など楽しいプログラムに親も
子も夢中になって体を動かし、笑顔
がはじけていました。
講師の荒井敏江さん（佐山）から、
小さい時からのしつけの大切さなど
の話を交えながらの教室に、参加者
も「初めてだけれど楽しかった。先
生のお話も心に響きます」と満足そ
うでした。同教室は6月27日まで
土曜日の午前中に開催、総合体育館
で参加者を受け付けています。

町社会福祉協議会主催の第20回
ふれあい福祉まつりが、5月17日、
役場中庭交流広場などで開催され、
好天にも恵まれ約1,300人が来場
し賑わいました。
この催しは、地域の絆を深め福祉
への意識や関心を高めたり、地域の
見守りや支え合いの輪の拡大などを
目指して毎年開催されているもの
で、この日は福祉関係団体やボラ
ンティアグループなど42団体が参
画。手話サークルによる体験コーナ
ーやネギ焼き、オムそばなどのブー
スが並び、来場者が列を作っていま
した。
また、中庭ステージではくみやま

音楽フェスティバルが同時開催され、
大正琴「すみれ」やジュニアコーラス
などの音楽サークルが華麗な音色を
響かせ、会場を盛り上げていました。

笑顔はじける福祉の絆深める

▲�手話体験コーナーで手話を教える小学生
ボランティア

◀
ど
ん
ジ
ャ
ン
ゲ
ー
ム
を
楽
し
む
親
子

◀�

ス
ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
ゲ
ー
ム
で
狙
い
を
定
め
て

ボ
ー
ル
を
投
げ
る
子
ど
も
た
ち

◀�

元
気
な
声
で
会
場
を
盛
り
上
げ
る
ジ
ュ
ニ
ア
コ
ー

ラ
ス
サ
ー
ク
ル

親子ふれあい体操教室ふれあい福祉まつり・
音楽フェスティバル



くみやままちの総合情報誌  広報 平成27年6月1日21

わがやの

まちの話題！ア・レ・コ・レ
明るく楽しい話題がありましたら、総務課秘書広報係へ
ご連絡ください。

町グラウンドゴルフ連盟主催の春季大会が4月30日、中
央公園野球場で26チーム、117人が参加して行われました。
同連盟では年4回の大会を開催しており、春季大会は町
長杯を兼ねて行われています。競技は24ホール（8ホー
ルを3ゲーム）で行われ、汗ばむ陽気の中、「よっしゃ入っ
た」「ああ、惜しい」など歓声が飛び交い、熱のこもったプ
レイが繰り広げられました。
成績は団体優勝（町長杯）はイーグルスＡ、個人の部優
勝は奥出剛斌さん（イーグルスＡ）でした。

5月13日、信貴町長が町内にある茶農家を視察激励し
ました。町内の茶農家は佐山栗ノ脇の「阪田製茶場」と
「藤井てん茶工場」の2軒で、木津川右岸の茶畑でてん茶
の生産をされています。たびたび水害に見舞われても、そ
の都度整備し直して現在まで続けておられます。
5月初めの茶摘みの時期には、30人程の人が茶畑に入
り茶摘みの作業をされています。製茶工場に入るとほんの
り茶葉の良い香りが漂っていました。

見学や体験学習を通じて町の歴史や伝統・文化・環境な
どに関心を持ってもらおうと、ジュニアふるさと教室が開
かれました。
4月27日は御牧小学校6年生が、社会科授業として町
の遺跡展示室と旧山田家住宅を見学。児童たちは、弥生時
代の集落跡である市田斉当坊遺跡や佐山遺跡から出土し
た土器や石器などを見て、「手先が器用だなあ」などと、
2000年前の弥生人の暮らしに思いを馳せていました。

「よっしゃ入った！」

2000年前はどんな暮らし？

ほんのり 茶の良い香り ◀�「
阪
田
製
茶
場
」で
説
明
を
受
け
る
信
貴

町
長

▶�

遺
跡
展
示
室
で
出
土
品
に
見
入
る
御
牧
小
学

校
の
児
童
た
ち

◀
ホ
ー
ル
目
が
け
て
ナ
イ
ス
シ
ョ
ッ
ト

阿部　彩
あ や と

人ちゃん（1歳8か月） 荒田　結
ゆ い

衣ちゃん（11か月）

5月5日の背くらべ。去年より10
㎝も大きくなったね。

いつも素敵な笑顔をくれる結衣にゃん !
これからもぐんぐん大きくなってね。

町長杯グラウンドゴルフ

ジュニアふるさと教室

茶農家激励

近
藤
　
な
な
み
ち
ゃ
ん

い
つ
も
笑
顔
の
な
な
み
ち
ゃ
ん
♪

元
気
い
っ
ぱ
い
大
き
く
な
あ
れ
♡

（
1
歳
1
か
月
）
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し尿 くみもれの場合は、必ず収集口から確認のうえ、翌日(翌日が土曜日、日曜日、祝日の場合はその翌日）に、城
南衛生管理組合☎ 075(631)5171へ連絡してください。

6月 2日（火）
6月23日（火）
7月14日（火）

藤和田、島田、東島田、東ー口（国
道 1号以東）、森（国道 1号以東）、
森村東（国道1号以東）、野村、野
村村東、佐山、新開地、佐古、清水、
林、市田、田井、荒見、下津屋

6月 3日（水）
6月24日（水）
7月15日（水）

大橋辺、北川顔、坊之池、森（国道
1号以西）、森村東（国道1号以西）、
西ー口、中島、相島、東一口（国道
１号以西）

Ｑ�　

内
側
が
ア
ル
ミ
コ
ー

テ
ィ
ン
グ
さ
れ
た
紙

パ
ッ
ク
は
い
つ
出
せ

ば
い
い
の
？

Ａ　
「
燃
や
さ
な
い
ご
み
」
の
日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ�　

ス
プ
レ
ー
缶
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
出
せ
ば
い
い
の
？

Ａ�　

中
身
を
使
い
切
り
、
穴
を
あ
け
な
い
で
、「
燃
や
す
ご

み
」
の
日
に
、
燃
や
す
ご
み
と
は
別
の
透
明
袋
に
入
れ

て
出
し
て
く
だ
さ
い
。
ど
う
し
て
も
中
身
が
残
る
場
合

は
そ
の
ま
ま
出
し
て
い
た
だ
い
て
も
結
構
で
す
。

Ｑ�　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
口
の
リ
ン
グ
は
外
す
の
で
す
か
？

Ａ�　

簡
単
に
取
り
外
せ
な
い
た
め
、
そ
の
ま
ま
出
し
て
く

だ
さ
い
。

Ｑ�　

包
丁
や
カ
ッ
タ
ー
な
ど
の
危
険
物
は
ど
の
よ
う
に
し

て
出
せ
ば
い
い
の
？

Ａ�　

ガ
ム
テ
ー
プ
や
新
聞
紙
に
包
み
、【
危
険
】
と
表
示
し

て
「
燃
や
さ
な
い
ご
み
」
の
日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
の
処
理

　

町
で
は
、
6
月
18
日
～
9
月
18
日
の
間
、
水
田
作
物
に

害
を
加
え
る
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
の
処
理
を
行
い
ま
す
。

　

町
内
の
農
業
者
等
で
捕
獲
さ
れ
た
と
き
は
、
産
業
課
に

連
絡
の
う
え
、
環
境
保
全
課
分
庁
舎
前
へ
透
明
の
ビ
ニ
ー

ル
袋
に
入
れ
て
お
持
ち
込
み
く
だ
さ
い
。問

合
せ
／
産
業
課

有
害
鳥
獣
の
捕
獲

　

町
で
は
、
農
作
物
に
被
害
を
与
え
る
カ
ラ
ス
や
ド
バ
ト

な
ど
有
害
鳥
獣
の
捕
獲
を
6
月
上
旬
か
ら
8
月
末
ま
で
と
、

10
月
上
旬
か
ら
12
月
末
ま
で
の
間
に
捕
獲
網
を
使
っ
て
行

い
ま
す
。
捕
獲
は
、
宇
治
猟
友
会
に
委
託
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
7
月
下
旬
か
ら
8
月
末
ま
で
の
間
と
3
月
の
2

回
、
城
陽
市
と
の
境
界
付
近
で
空
気
銃
で
の
広
域
捕
獲
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
農
地
周
辺
で
捕
獲
を
行
い
ま
す
。
ご

理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。　

問
合
せ
／
産
業
課

110番消費生活消費生活 vol.199

賃貸住宅に入居するためには、
一般的に賃貸借契約書を家主と取
り交わし、敷金、保証金などを支
払って入居します。
入居時には、契約に関するトラ

ブルが起こることがありますの
で、契約・入居時の注意点を紹介
します。
１．申込金は返してもらえる
物件を紹介してくれた仲介業者

に「申込金（名目は様々）」を支払
うことがよくあります。その場
合、申込をキャンセルすれば、い
かなる理由があっても返還を拒ん
ではならないとされています。仲
介業者が返還を拒んだ場合、その
仲介業者は宅地建物取引業法違反
による行政処分の対象となります。
２．物件は自分の目で見て確認を
前入居者がまだ入居していた

り、遠隔地であるなど、物件を実
際に見ることもなく契約し、トラ
ブルになっているケースがありま

す。借りる部屋や建物の状態を見る
ことはもちろんのこと、周辺環境、
利便施設、駅までの時間なども、広
告や人の話をうのみにせず、自分の
目と足でしっかりと確認することが
大事です。
また、物件を見る際には、仲介業

者や貸主の立会いの下、物件の設備
状況を確認し、デジカメなどで撮影
し、保管をしておくことで、退去時
の余計なトラブルを防止することが
できます。
３．「修繕は借主負担」とする特約
建物の不具合や設備が故障した場

合、貸主には修繕義務が生じます
が、契約では一般に「修繕は借主負
担」といった修繕特約のあることが
ほとんどです。しかし、このような
修繕特約は、判例により「貸主の修
繕義務を免除したものであり、借主
に修繕義務が生じるわけではない」
と解釈されています。
例えば電球が切れた場合、借主が

自らの負担で交換することになり
ますが、借主に修繕義務が生じて
いるわけではないので、取り替え
るか否かは借主の自由となり、取
り替えなくてもいいこととなります。
４．�正当な事由がないと解約不可
普通の建物賃貸借契約では、借

主が希望すれば更新ができます。
貸主は、正当な事由がない限り、
更新の拒絶や一方的な解約（退去）
を求めることはできません。

★
万一、トラブルに巻き込まれた

ら、一人で悩まず、京都府消費
生活安全センター（☎075（671）
0004）、京都府山城広域振興局
商工観光室（☎0774（21）2103）
または
役場産
業課へ
ご相談
くださ
い。

賃貸住宅 契約時と入居時の注意点

Ｑ
&
Ａ

ご
み
の
出
し
方

問
合
せ
／
環
境
保
全
課
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6月のごみ・し尿収集日環境保全のコーナー

5月1日現在  久御山町の人口  16,350人（男8,131人、女8,219人）　世帯数 6,819

町公共機関電話番号等

課別ダイヤルイン等
総 務 課 ☎631-9991/45-3922
somu@town.kumiyama.lg.jp
075（632）1899

長寿健康課 ☎631-9903/45-3904
choju@town.kumiyama.lg.jp
075（632）5933

075（632）5933

税 務 課 ☎631-9926/45-3908
zeimu@town.kumiyama.lg.jp

環境保全課 ☎631-9917/45-3907
kankyo@town.kumiyama.lg.jp
075（632）5558

行財政課 ☎631-9992/45-3924
gyozai@town.kumiyama.lg.jp
075（632）1899

国保医療課 ☎631-9913/45-3906
kokuho@town.kumiyama.lg.jp
075（632）5933

住民福祉課 ☎631-9902/45-3902
jumin@town.kumiyama.lg.jp
075（632）5933

都市整備課 ☎631-9961/45-3912
toshi@town.kumiyama.lg.jp
075（631）6149

産 業 課 ☎631-9964/45-3914
sangyo@town.kumiyama.lg.jp
075（631）6149

議会事務局 ☎631-9996/45-0105
gikai@town.kumiyama.lg.jp
075（632）3000

075（631）6129

学校教育課 ☎631-9974/45-3917
gakkyo@town.kumiyama.lg.jp

消防本部 ☎631-1515
shobo@town.kumiyama.lg.jp
075（632）5382

上下水道課 ☎631-9987/45-3919
suido@town.kumiyama.lg.jp
0774（46）0086

会 計 課 ☎631-9932/45-3909
kaikei@town.kumiyama.lg.jp
075（632）1899

社会教育課 ☎631-9980/45-3918
shakyo@town.kumiyama.lg.jp
075（631）6129

図 書 館 ☎0774（45）0003
toshokan@town.kumiyama.lg.jp
0774（46）5690

久御山町役場（代表）　　　　☎ 075（631）6111/0774（45）0001　　075（632）1899

まちの駅クロスピアくみやま

健康センター�いきいきホール

ふれあい交流館�ゆうホール

子育て支援センター�あいあいホール

体育協会（総合体育館内）

総合体育館

老人福祉センター�荒見苑

社会福祉協議会

中央公民館

御牧保育所
佐山保育所
宮ノ後保育所
御牧幼稚園
佐山幼稚園
東角幼稚園

☎ 075（632）2300　　075（632）2001

☎ 0774（41）3466　　0774（44）1199

☎ 0774（44）2205　　0774（44）2203

☎ 0774（45）0002　　0774（46）5610

☎ 0774（41）2263　　0774（41）2283

☎ 0774（44）3700　　0774（44）2203

☎ 0774（44）3405　　0774（44）7801

☎ 075（631）0022　　075（632）3001

☎ 075（631）1000　　075（632）0031
☎・　 075（631）2475
☎・　 0774（43）2970
☎・　 0774（43）4906
☎・　 075（631）4531
☎・　 0774（43）8644
☎・　 0774（44）4966

燃やすごみ
月・木 佐古、新開地、佐山、籾池、双栗、市田、鈴間、田井、荒見、下津屋、

下津屋サンハイツ、島田、東島田、森、坊之池、野村、村東

火・金
松陽台、サンタウン佐山、佐山サンハイツ、栄1・2丁目、栄 3・4丁目、ハ
イツ西宇治、清水、林、西武西林、ミサワ林、大橋辺、北川顔、藤和田、
近協パレス、中島、西一口、東一口、相島、下津屋団地、東佐山団地、久
御山団地（17棟～29 棟前のごみ集積所）

水・金 久御山団地（3 棟～ 5 棟、7 棟、10 棟～14 棟、34 棟～ 41棟、43 棟～
44 棟前のごみ集積所）

燃やさないごみ
月 松陽台、サンタウン佐山、佐山サンハイツ、大橋辺、北川顔、藤和田、近協パレス、

中島、西一口、東一口、相島
火 佐古、新開地、佐山、籾池、双栗、市田、鈴間

水 東佐山団地、久御山団地

木 栄 1・2丁目、栄 3・4丁目、清水、ハイツ西宇治、林、西武西林、ミサワ林

金 田井、荒見、下津屋、下津屋サンハイツ、下津屋団地、島田、東島田、坊之池、
森、野村、村東

プラマーク製品
月 栄 1・2丁目、栄 3・4丁目、清水、ハイツ西宇治、林、西武西林、ミサワ林

火 島田、東島田、坊之池、森、野村、村東、田井、荒見、下津屋、下津屋団地、
下津屋サンハイツ

水 東佐山団地、久御山団地

木 松陽台、サンタウン佐山、佐山サンハイツ、大橋辺、北川顔、藤和田、近協パレス、
中島、西一口、東一口、相島

金 佐古、新開地、佐山、籾池、双栗、市田、鈴間

使用済み天ぷら油

10日
（第 2 水曜日）

※�指定の場所に、油のはいってい
た容器等に入れて出してくださ
い。

リ
サ
イ
ク
ル
ご
み

ペットボトル・紙パック
  3日（第1水曜日）

17日（第3水曜日）

缶・ビン
10日（第2水曜日）

24日（第4水曜日）

＊�ペットボトルのキャップとラベルは
はずして「プラマーク製品」として
出してください。
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ヘルシークッキング

この広報は、環境にやさしい植物インキ、再生紙を使用していますこの広報は、環境にやさしい植物インキ、再生紙を使用しています

エネルギー　146キロカロリー／１人分
塩分　　　　0.4 グラム

　いわしなどの背の青い魚には認知症予防や
脂質異常症の予防に効果があるといわれてい
るＥＰＡ（エイコサペンタエン酸）やＤＨＡ
（ドコサヘキサエン酸）を多く含みます。

長寿健康課

vol.197 いわしのバルサミコソテー

作り方

①

②

いわしは水気をふき取り、
塩とこしょうをふって小麦
粉を軽くはたいておく。フ
リルレタスはきれいに洗っ
て食べやすくちぎってお
く。トマトも食べやすく
切っておく。
フライパンにオリーブオイ
ルを入れ、火にかけ「①」
のいわしを両面に軽く焦げ

目がつくまでソテーする。
Ａを合わせて「②」のフラ
イパンに入れ、汁気が少な
くなり、軽くとろみがつい
たら火を止める。
皿にフリルレタス、トマト、
「③」のいわしを盛り付け、
フライパンに残ったソース
をかける。

③

④

●材料（４人分）

いわし開き（大）
塩
小麦粉
オリーブオイル
フリルレタス
トマト

４尾
少々
適量

小さじ４
1/2個
１個

バルサミコ酢
水
はちみつ
しょうゆ

大さじ４
大さじ２
小さじ４
小さじ１
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音楽フェスティバルで大正琴を演奏する「すみれ」の皆さん（5月17日）

　

だ
れ
で
も
や
さ
し
く
弾

く
こ
と
が
で
き
、哀
愁
漂
う

音
色
に
心
が
癒
さ
れ
る
大
正
琴
。平
成
5
年
に
公

民
館
サ
ー
ク
ル
と
し
て「
す
み
れ
」(
代
表
：
大
島
喜

代
子
さ
ん=

林)

が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

会
員
は
、60
歳
代
か
ら
70
歳
代
を
中
心
に
15
人
。

経
験
年
数
に
よ
っ
て「
昴す

ば
る

」と「
和な

ご
み

」の
2
グ
ル
ー
プ

あ
り
ま
す
が
、文
化
祭
や
音
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
な

ど
は
全
体
で
演
奏
し
て
い
ま
す
。

　

レ
パ
ー
ト
リ
ー
は
、懐
か
し
い
童
謡
・
唱
歌
か
ら

演
歌
、フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
、世
界
の
歌
、邦
楽
と
バ
ラ

エ
テ
ィ
に
富
ん
で
い
ま
す
。

　

練
習
は
月
に
2
回
、グ
ル
ー
プ
ご
と
に
行
い
ま

す
が
、演
奏
会
の
前
に
は
全
員
集
ま
っ
て
音
合
わ
せ

を
し
ま
す
。弦
を
弾
け
ば
音
が
出
る
の
で
、初
心
者

に
も
取
っ
付
き
や
す
い
楽
器
で
す
が
、バ
ス
や
ア
ル

ト
、ソ
プ
ラ
ノ
な
ど
異
な
る
パ
ー
ト
を
合
わ
す
の
は

難
し
く
、そ
れ
だ
け
に
、み
ん
な
の
気
持
ち
が
一
つ

に
な
っ
て
、音
が
「
ピ
タ
ッ
」
と
合
っ
た
時
の
達
成

感
や
感
激
は
ひ
と
し
お
で
す
。

　

練
習
の
成
果
は
、文
化
祭
な
ど
の
ほ
か
、小
学
校

の
社
会
人
講
師
と
し
て
子
ど
も
た
ち
に
日
本
の
伝

統
楽
器
の
素
晴
ら
し
さ
を
伝
え
た
り
、オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
ワ
ー
ウ
イ
ッ
ク
校
の
生
徒
が
来
町
し
た
と

き
も
、演
奏
や
体
験
な
ど
を
通
じ
て
国
際
交
流
に
一

役
買
っ
て
い
ま
す
。そ
の
ほ
か
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

福
祉
施
設
や
地
域
の
サ
ロ
ン
な
ど
か
ら
の
依
頼
も

多
く
、童
謡
な
ど
の
懐
か
し
い
メ
ロ
デ
ィ
に
、高
齢

者
ら
は
、昔
を
思
い
出
し
て
感
動
し
て
い
た
だ
く
こ

と
も
し
ば
し
ば
と
の
こ
と
。

　

代
表
の
大
島
さ
ん
は
「
皆
さ
ん
に
喜
ん
い
た
だ

く
と
、元
気
に
な
っ
て
、ま
た
頑
張
ろ
う
と
い
う
気

持
ち
に
な
り
ま
す
。こ
う
し
た
活
動
を
続
け
る
こ
と

で
、お
互
い
に
お
友
達
に
な
れ
る
し
、目
的
が
あ
る

の
で
毎
日
の
生
活
に
は
り
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
か
ら

も
み
ん
な
の
気
持
ち
を
合
わ
せ
て
楽
し
く
弾
い
て

い
こ
う
と
思
い
ま
す
」と
に
こ
や
か
に
語
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

心
癒
さ
れ
る
音
色
、
楽
し
く
演
奏

仲間たち
グループ・サークル登場 ⑧

大
正
琴
サ
ー
ク
ル
「
す
み
れ
」
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